
特定非営利活動法人 東京腎臓病協議会
（NPO 東腎協）

〒 -  東京都豊島区南大塚 - -  富士大塚ビル F　TEL - - 　FAX - -
http://www.toujin.jp/　E-mail info@toujin.jp 

6
砧
区
谷
田
世
都
京
東

　会
協
物
行
刊
期
定
体
団
者
害
障
／
所
行
発
●

|
26
|
21

●
円
百
三
価
頒

　

4
1
0
2

年
７
月
15

可
認
物
便
郵
種
三
第
日
7
月
8
年
1
7
9
1
〉
行
発
日
の
６
日
の
１
回
６
月
毎
〈
号
１
２
３
８
巻
通
刊
増
A
K
S
S

　行
発
日

No.20３ 2014 ７.15

おもな記事

夏
特集／NPO法人東京腎臓病協議会第9回総会報告
　　　東京都の災害対策（2）
第4回大会･４０年顕彰者･写真
「活動のまど」･地域腎友会特集

・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2014年７月15日発行　SSKA増刊通巻8321号〈毎月 回 の日 の日発行〉1971年8月7日第三種郵便物認可

Tojinkyo



海外客船内で透析を受けながら
クルーズ旅行に出かけてみませんか？

15 万トン　フリーダム・オブ・ザ・シーズ号

大型客船！フリーダムオブザシーズ号で行く

西カリブ海クルーズ

294,000円～ 389,000円
※港湾税・諸税、燃油サーチャージ、出入国税など 92,300 円、
医療情報処理費用（予約後返金不可）27,500 円が別途必要となります

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

成田発＜乗り換え＞オーランドへ。
現地係員がホテルへ送迎致します。

午前：ホテルをチェックアウト
現地係員が港へ送迎致します。乗船・出港

終日航海日

ハイチのラバディーへ

ジャマイカのファルマスへ

グランドケイマン島へ

メキシコのコスメルへ

終日航海日

ポートカナベラルに到着
現地係員がホテルへ送迎致します。

早朝：ホテルをチェックアウト　現地係員が空港へ送迎致します。
オーランド発＜乗り換え＞成田へ

夕方：成田到着　解散

■スケジュール

■その他 透析クルーズのコース一覧

9 泊 11 日間の旅

10 月 25 日
出発限定

■出発日 / ツアー代金
内側客室

29,4 万円 32,9 万円 38,9 万円

海側客室 海側バルコニー客室

■利用予定航空会社：デルタ航空・ユナイテッド航空・アメリカン航空
■船会社：ロイヤルカリビアン インターナショナル
■添乗員：有り　■最少催行人数 3 組 6 名　（最大 5 組 10 名）
■ツアー催行確定時期：8/22

●透析の回数は、お客様が日本で受けられている回数（サイクル）と同じ回数で受けられます。
●各寄港地への滞在時間などはお問い合わせください。
●寄港地では船会社主催の寄港地観光にご参加頂けます。( 有料）
●各空港～ホテル間、ホテル～港間は現地係員による送迎がついております。
●旅行代金は 2 人部屋を 2 名で利用した場合の 1 名あたりの代金です。
●透析患者様 1 名に対し、1 名以上の同行者の参加が前提となります。
●船会社へのチップは含まれておりません。下船時にお支払い頂きます。
●参加を希望される方は、弊社を経由して現地の医療機関に透析に関する血液データ等の
必要書類を事前に提出して頂きます。

海外クルーズ注意事項
●ツアー代金・内容及び諸条件は予告無く変更となる場合が御座います。予約時に必ず御確認ください。
●旅行条件　運送約款を説明した書面をご用意しておりますので、事前に御確認の上お申し込みください。この条件に定めのない事項に
ついては、当社旅行業約款によります。
●天候やチャーター運行、その他やむを得ない事由により、事前の予告なしに運行の中止やスケジュールの変更、寄港地の変更、寄港地
での滞在時間の変更などの可能性があります。予めご了承ください。
●ご予約の変更および取消に関わる取り扱い手数料につきましては弊社ホームページにて御確認ください。取消料をカバーする保険

（クルーズ旅行取消費用担保特約付海外旅行傷害保険）も御座います。クルーズ旅行と一緒のお申込みをお勧め致します。
●パスポートの残存有効期間及びビザの有無等は、事前にお客様ご自身で大使館などに御確認ください。代行申請も承っております。
●訪問先の安全情報に関しましては外務省のホームページをご覧ください。

出発日 発着地 クルーズ日数 航路

2014/12/12

2015/1/11

2015/1/12

2015/1/18

2015/2/2

2015/2/8

2015/2/21

2015/2/23

2015/2/28

2015/3/1

2015/3/13

2015/3/15

NJ 州　ケープリバティ

NJ 州　ケープリバティ

フォートローダデール

フォートローダデール

NJ 州　ケープリバティ

オークランド→パース

フォートローダデール

タンパ（フロリダ）

タンパ（フロリダ）

オーランド

NJ 州　ケープリバティ

フォートローダデール

9 日間

13 日間

12 日間

8 日間

12 日間

18 日間

8 日間

6 日間

6 日間

8 日間

9 日間

8 日間

バハマとフロリダ

カリブ海

西カリブ

東カリブ

カリブ海

オセアニア

東カリブ

西カリブ

西カリブ

西カリブ

バハマとフロリダ

東カリブ

出発日 発着地 クルーズ日数 航路

2015/3/21

2015/3/27

2015/3/28

2015/3/29

2015/3/29

2015/4/4

2015/4/5

2015/4/12

2015/4/15

2015/4/17

2015/5/17

2015/5/17

NJ 州　ケープリバティ

フォートローダデール

サンディエゴ

ガルベストン

フォートローダデール→サンディエゴ

フォートローダデール

ガルベストン

フォートローダデール

サンディエゴ→フォートローダデール

フォートローダデール

フォートローダデール

バルセロナ

9 日間

11 日間

18 日間

8 日間

16 日間

8 日間

8 日間

8 日間

15 日間

15 日間

8 日間

8 日間

東カリブ

東カリブ

ハワイ諸島

西カリブ

パナマ運河横断

東カリブ

西カリブ

東カリブ

パナマ運河横断

南カリブ

西カリブ

地中海

別途透析費用：215,000円

添乗員同行

旅行企画・実施
株式会社アイエシイトラベル　クルーズ事業部
TEL:03-6852-8377
〒100-0011 東京都千代田区内幸町 1-1-1 帝国ホテルタワー 12 階
営業時間　月～金 /10:00 ～ 19:00 土 /10:00 ～ 17:00 日祝休業

７月６日（日）東腎協第４回大会
場所：大森東急インフォレストル
ーム
①松本光正先生　②講演風景　③大会パーテ
ィ風景　④ライブ実演TAXI のメンバー　⑤
大会パーティ風景　⑥会員作品展　⑦会員作
品展

東腎協
第４回大会
会場スナップ

（11ページにも記事）

① ②

③

④

⑤⑦

⑥
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特
定
非
営
利
活
動
法
人　

東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
９
回
総
会

医
療
費
、
医
療
制
度
を
堅
持
し
、

透
析
者
の
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て

定
刻
通
り
に
斉
藤
理
事
（
八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
）
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
ま
し
た
。

正
会
員
の
参
加
人
数
確
認
・
総
会
の
成
立
確
認

員
数
及
び
議
決
権
総
数
の
い
ず
れ
も
過

半
数
は
出
席
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
定

款
２７
条
の
規
定
に
基
づ
き
本
総
会
は
成

立
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

＊
定
款
第
２７
条
参
照

総
会
は
正
会
員
総
数
の
２
分
の
１
以

上
の
集
積
が
無
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

司
会　

当
法
人
の
正
会
員
数
は
、
事
業

年
度
末
現
在
１
１
４
名
で
議
決
権
総
数

は
１
１
４
名
。
本
日
出
席
の
正
会
員
数

は
４０
名
、
委
任
状
２
名
、
書
面
評
決
数

４３
名
、
合
計
８５
名
で
す
。
本
日
は
正
会

本
日
は
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご

出
席
を
賜
り
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
東
腎
協
会
長
の
藤

田
で
す
。
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
ま

ず
過
去
１
年
間
に
残
念
な
が
ら
亡
く
な

ら
れ
た
会
員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
祷
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
（
全
員
起
立
し
て
黙
祷
）。

さ
て
、
東
腎
協
で
は
過
去
１
年
、
定

款
に
も
あ
り
ま
す
８
つ
の
テ
ー
マ
を
中

藤
田
会
長
挨
拶

会長
藤田 吉彦

目　

次
２
０
３
号

特集　東腎協第９回総会������ １

想像を超える災害に備えるために②

東京都の災害時における透析医療活動
（H２6.３改訂）� ������������ 6
リレーエッセイ����������� ９
なかまのたより�����������１０
東腎協第 ４回大会

透析４０年顕彰者・写真集������１１
活動のまど（地域腎友会特集）�����１２

追悼 軽部 和之さんを偲んで
木下久吉／岸里　悟　１6

賛助会員暑中広告����������１７
２０１３慢性透析療法の現状������２０

事務局から�������������２２
編集後記��������������２３
表紙のことば������������２４
第４回大会会員作品展�������� 表２

参加者全員で黙祷
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心
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

目
的
の
ひ
と
つ
は
私
た
ち
透
析
患
者
の

暮
ら
し
と
医
療
を
守
り
改
善
す
る
こ
と

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
社
会
的
に
意

義
の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
公
益
活
動
を
行

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

前
者
で
は
様
々
な
集
会
や
機
関
誌
な

ど
の
媒
体
を
通
じ
て
、
腎
臓
病
や
透
析

に
関
す
る
啓
発
活
動
や
、
行
政
、
国
会

等
へ
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

後
者
で
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

対
策
や
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
就

労
支
援
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
東
京

都
に
も
い
ろ
い
ろ
と
要
望
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
同
様
の
活
動
を
、
よ

り
充
実
し
た
形
で
引
き
続
き
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
本
日
の

議
案
に
つ
い
て
前
向
き
で
積
極
的
な
ご

意
見
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

上
で
是
非
と
も
ご
賛
同
と
ご
承
認
を
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
、

開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

司
会　

た
だ
今
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

京
腎
臓
病
協
議
会
第
９
回
総
会
の
議
事

に
入
り
ま
す
。

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

事
業「

第
２５
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の

集
い
」
は
３
月
１6
日
に
都
庁
議
会
棟
１

階
「
都
民
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま
し
た

（
議
案
集
参
照
）。

③
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
発

行
№
１
９
６
号
議
案
集
か
ら
№
２
０
０

号
の
１
月
（
冬
）
号
ま
で
、
定
期
発
行

し
ま
し
た
。

新
年
度
で
は
、
編
集
委
員
会
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
が
合
併
し
、
新
た
に

「
広
報
委
員
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

④
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防
を
促
進
す

る
た
め
、
対
話
の
で
き
る
学
習
交
流
会

を
開
催
す
る
事
業

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
主
に
各
ブ
ロ

ッ
ク
活
動
、
交
流
会
を
対
象
と
し
た
活

動
に
よ
っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

〈
１
〉
各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動�

�

（
議
案
集
参
照
）�

〈
２
〉
会
員
拡
大
施
設
訪
問

会
員
拡
大
を
目
的
と
し
た
施
設
訪
問

を
月
２
、
３
回
の
ペ
ー
ス
で
各
理
事
が

分
担
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
活
動
し
て

司
会　

定
款
第
２6
条
「
総
会
の
議
長
は
、

そ
の
総
会
に
出
席
し
た
正
会
員
の
中
か

ら
選
出
す
る
」
に
基
づ
き
、
立
候
補
者

が
い
な
け
れ
ば
、
正
会
員
で
理
事
の
梅

原
理
事
（
府
中
け
や
き
会
）
に
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長
（
梅
原
）　

皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
総
会
で
皆
様
方
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
理
解
に
よ
り
ま
し
て
、

す
べ
て
の
議
案
が
ス
ム
ー
ズ
に
承
認
・

可
決
さ
せ
て
頂
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
の
席
に
着
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長　

議
事
に
入
る
前
に
、
定
款
３０
条

に
よ
り
本
総
会
の
議
事
録
署
名
人
を
藤

田
会
長
と
石
井
理
事
（
瑞
江
腎
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
）
に
お
願
い
し
た
い
と
思

第
１
号
議
案　

平
成
２５
年
度
事
業
報
告�

�

（
議
案
集
、
４
～
８
頁
参
照
）

１
・
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
の
普

及
と
予
防
等
を
促
進
す
る
事
業

①
「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」・
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

第
３３
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
１０
月
６
日
（
日
）
に
上
野
恩

賜
公
園
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
議
案
集

参
照
）。

②
「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病

い
ま
す
。

議
長　

こ
れ
よ
り
審
議
に
入
り
ま
す
が
、

第
９
回
総
会
議
案
書
審
議
事
項
に
従
い

議
事
を
進
行
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
第
１

号
議
案
は
３
件
あ
り
ま
す
が
、
一
括
し

て
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
選
出

司会：斉藤理事　議長：梅原副会長
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お
り
ま
す
（
議
案
集
参
照
）。

〈
３
〉
青
年
部
活
動

【
昨
年
度
の
活
動
】（
議
案
集
参
照
）

【
今
後
の
予
定
】（
議
案
集
参
照
）

今
年
度
の
活
動
方
針
は
「
部
員
拡
大

と
次
期
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
発
掘
」「
着

実
な
る
実
績
の
積
み
上
げ
と
情
報
発

信
」
で
す
。
随
時
青
年
部
部
員
募
集
中

で
す
。

⑤
地
域
腎
友
会
委
員
会

第
１6
回
目
に
な
る
地
域
腎
友
会
交
流

会
を
８
月
４
日
に
開
催
し
ま
し
た
（
議

案
集
参
照
）。

２ 

・ 

腎
臓
病
患
者
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
の
相
談
事
業

広
く
一
般
市
民
の
腎
臓
病
に
関
す
る

医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
相
談
業
務
。

３
・ 

腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の

充
実
と
福
祉
の
向
上
を
図

る
事
業
行
政
委
員
会

（
１
）
都
庁
予
算
要
請�

�

平
成
25
年
８
月
８
日

要
請
項
目
は

・
各
種
医
療
費
助
成
制
度
等
の
維
持
継

続・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
推
進

４
・ 

関
連
す
る
他
団
体
と
の
協
同

事
業

①
「
国
会
請
願
」
全
腎
協
と
腎
疾
患
対

策
の
早
期
確
立
を
め
ざ
す

第
４３
次
国
会
請
願
は
平
成
２6
年
３
月

２０
日
に
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
お
い

て
全
国
の
代
表
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ

た
。

②
（
社
）
全
腎
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
に

協
力
及
び
協
力
金
を
出
し
、
不
特
定
多

数
の
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
つ
い
て
広

く
啓
蒙
活
動
を
行
う

（
議
案
集
参
照
）

全
腎
協
の
平
成
２５
年
度
の
活
動
は

「
厚
労
省
へ
の
診
療
報
酬
改
定
等
へ
の

要
望
活
動
」「
透
析
医
学
会
・
医
会
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
関
連
団
体
と
の
懇

談
会
に
て
情
報
察
知
と
広
報
」「
通
院

送
迎
上
の
問
題
点
の
把
握
と
対
策
と
研

究
」「
国
会
請
願
活
動
」
な
ど
の
外
部

へ
の
活
動
を
は
じ
め
、「
会
員
大
会
」「
総

会
」「
理
事
会
」
な
ど
を
開
催
し
、
安

定
し
た
団
体
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
新
た
に
財
務
委
員
会
・
医
療
委

員
会
を
編
成
し
、
全
腎
協
の
活
動
の
見

直
し
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

東
難
連
（
難
病
１６
団
体
で
組
織
し
て
い

る
団
体
）

難
病
１８
団
体
で
東
京
都
よ
り
業
務
委

託
さ
れ
て
い
る
「
東
京
都
難
病
相
談
セ

ン
タ
ー
」
運
営
を
主
に
、
そ
の
中
で
の

医
療
相
談
会
・
医
療
講
演
会
の
開
催
や
、

都
庁
予
算
要
請
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。（
議
案
集
参
照
）

東
京
・
無
年
金
障
害
者
を
な
く
す
会

特
に
活
動
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

会
費
の
み
納
め
て
お
り
ま
す
。

５
・
福
祉
移
送
相
談
・
推
進
事
業

平
成
２５
年
度
は
福
祉
移
送
に
つ
い
て

の
相
談
、
全
腎
協
へ
の
助
成
金
申
請
の

推
薦
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
・ 

腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に

資
す
る
事
業

低
た
ん
ぱ
く
米
の
広
報
・
斡
旋
、
災

害
時
備
蓄
米
斡
旋

７
・ 

腎
臓
病
患
者
の
災
害
対
策
事

業
災
害
対
策
委
員
会
で
は
、
東
京
で
大

災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
被
災
し
た
会

員
に
全
腎
協
の「
災
害
見
舞
金
」や「
義

援
金
」
を
確
実
に
支
給
で
き
る
よ
う
に
、

会
員
名
簿
を
東
腎
協
で
管
理
し
て
い
く

た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
（
議
案

・
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療

・
透
析
医
療
の
安
全

・
要
介
護
透
析
患
者
へ
の
支
援
強
化

・
臓
器
移
植
推
進
と
再
生
医
療

・
島
し
ょ
の
医
療
体
制
強
化

・
災
害
対
策
の
強
化

・
就
労
支
援

・
そ
の
他

以
上
１０
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
回

答
を
得
た
。

（
２
）
都
議
会
政
党
ヒ
ア
リ
ン
グ�

�

平
成
25
年
９
月
１０
日

東
腎
協
か
ら
の
要
望
事
項

・
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継
続

・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
取
り
組
み
推
進

・
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

・
災
害
対
策
の
強
化

の
４
項
目
を
重
要
と
し
て
各
政
党
に
説

明
し
た
。

応
対
し
て
頂
い
た
政
党
は
、
都
議
会

自
民
党
、
都
議
会
公
明
党
、
共
産
党
都

議
団
、
都
議
会
民
主
党
、
都
議
会
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事務局長
岸田　悟
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集
参
照
）。

８
・
そ
の
他
の
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
機
関
誌
「
と
う
じ

ん
き
ょ
う
」
の
誌
面
に
理
事
会
で
承
認

を
得
た
業
者
の
広
告
を
掲
載
す
る
事
業
。

平
成
２5
年
度
収
支
報
告

（
議
案
集
№
２
０
２
、９
～
１３
頁
参
照
）

平
成
２5
年
度
会
計
監
査
報
告

（
議
案
集
№
２
０
２
、
１４
頁
参
照
）

議
長　

た
だ
今
の
収
支
報
告
に
基
づ
き

ま
し
て
、
平
成
２５
年
度
の
監
査
報
告
を

小
関
監
事
、
山
口
監
事
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

小
関
監
事
、
山
口
監
事

平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２6
年

３
月
３１
日
ま
で
の
会
計
及
び
業
務
の
監

査
を
行
い
、
次
の
通
り
報
告
い
た
し
ま

す
。

１
．
監
査
の
方
法
の
概
要

（
１
）
会
計
監
査
に
つ
い
て
帳
簿
並
び

に
関
係
書
類
の
閲
覧
等
、
必
要
と
思
わ

れ
る
監
査
手
続
き
を
用
い
て
、
計
算
書

類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。

（
２
）
監
査
業
務
に
つ
い
て
月
次
の
報

告
書
を
確
認
し
、
ま
た
理
事
等
か
ら
業

務
の
報
告
を
徴
収
し
、
関
係
書
類
の
閲

覧
等
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
き

を
用
い
て
、
業
務
の
執
行
の
妥
当
性
を

検
討
し
た
。

２
．
監
査
の
意
見

（
１
）
収
支
計
算
書
、
正
味
財
産
増
減

計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
は

会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致
し
、
法

人
の
収
支
状
況
及
び
財
産
状
態
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

（
２
）
事
業
報
告
書
の
内
容
は
、
真
実

と
認
め
る
。

（
３
）
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不

議
長　

平
成
２6
年
度
事
業
計
画
（
案
）

を
、
藤
田
会
長
よ
り
報
告
願
い
ま
す
。

藤
田
会
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
第
１０
条
関
係
に

基
づ
い
て
報
告
し
ま
す
。

１
．
事
業
実
施
の
方
針
は
、
広
く
一
般

市
民
に
対
し
、
腎
臓
病
に
関
す
る
正
し

い
知
識
普
及
と
予
防
を
図
る
た
め
の
事

業
、
及
び
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の

充
実
と
、
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
の
政

策
提
言
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
市
民

の
健
康
並
び
に
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項

（
１
）
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
の
普
及

と
、
予
防
を
促
進
す
る
事
業

Ａ
．「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
臓

第
２
号
議
案　

平
成
２6
年
度
事
業
計
画
（
案
）�

�

（
議
案
集
№
２
０
２
、
１5
～
１６
頁
参
照
）

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

Ｂ
．「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

Ｃ
．
機
関
紙
「
東
腎
協
」
の
発
行

Ｄ
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
を
行

い
、
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
腎
臓
病
の

意
識
啓
発
を
図
る

Ｅ
．
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
関
す

正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防
を
促
進
す

る
た
め
、
対
話
の
で
き
る
学
習
交
流
会

を
開
催
す
る

（
２
）
腎
臓
病
患
者
の
自
立
を
支
援
す

る
た
め
の
相
談
事
業
。
広
く
一
般
市
民

の
腎
臓
病
に
関
す
る
医
療
・
社
会
保
障

制
度
の
相
談
業
務

（
３
）
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の
充

実
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
事
業

Ａ
．「
都
庁
予
算
要
請
懇
談
会
」
都
庁

各
局
職
員
と
の
懇
談
会

Ｂ
．「
都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
都
議
会

議
員
と
の
懇
談
会

（
４
）
関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事

業「
国
会
請
願
」
全
腎
協
と
腎
疾
患
対
策

の
早
期
確
立
を
め
ざ
す

（
５
）
関
連
す
る
団
体
と
の
共
同
事
業

全
腎
協
・
東
難
連
に
協
力
及
び
協
力
金

を
出
し
、
不
特
定
多
数
の
一
般
市
民
に

腎
臓
病
に
つ
い
て
広
く
啓
蒙
活
動
を
行

う（
６
）
福
祉
移
送
相
談
・
推
進
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
取
得
し
、
通
院
移
送
を
行
お

う
と
す
る
団
体
の
相
談
及
び
全
腎
協
助

成
金
申
請
の
推
薦

（
７
）
腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に
資

す
る
事
業

低
た
ん
ぱ
く
米
の
広
報
・
斡
旋
、
災
害

時
備
蓄
米
の
斡
旋

（
８
）
腎
臓
病
患
者
の
災
害
対
策
事
業

正
行
為
、
又
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に

違
反
す
る
重
大
な
事
実
は
な
い
と
認
め

る
。

議
長　

以
上
で
第
１
号
議
案
の
報
告
が

終
了
し
ま
し
た
の
で
、
ご
質
問
、
ご
意

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

議
長　

ご
質
問
等
が
な
い
よ
う
で
す
の

で
、拍
手
を
も
っ
て
ご
確
認
し
ま
す（
会

場
よ
り
拍
手
）。
第
１
号
議
案
は
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

副会長
小野　誠
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小
野　

平
成
２6
年
度
事
業
会
計
予
算

（
案
）
を
報
告
し
ま
す
（
議
案
書
№
２

０
２　

１７
～
２０
頁
参
照
）

議
長　

以
上
、
第
２
号
議
案
報
告
に
対

す
る
ご
質
問
、
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

正
会
員
か
ら
の
質
問

質
問　

糸
賀
正
会
員
（
松
和
患
者
会
新

宿
南
口
支
部
）

事
業
計
画
書
は
行
政
に
提
出
す
る
書

式
で
、
一
般
会
員
に
は
分
か
り
に
く
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
っ
て
も
、
東
腎
協
は

運
動
体
と
し
て
の
側
面
も
持
っ
て
い
る

の
で
、
具
体
的
な
運
動
方
針
と
し
て
明

ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

藤
田
会
長

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
理
事
会
で
検
討
し
て
改
善
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
長　

他
に
ご
質
問
が
無
け
れ
ば
、
採

決
に
入
り
ま
す
。（
会
場
よ
り
拍
手
）

第
２
号
議
案
は
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
を
中
心
と
し
た
、
東
京
都
区
部

災
害
時
透
析
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
多
方

面
の
自
治
体
と
協
力
し
て
災
害
対
策
訓

練
実
施
に
参
加
す
る

（
９
）
広
告
掲
載
事
業

機
関
紙
広
告
掲
載

平
成
２６
年
度
事
業
会
計
予
算（
案
）

議
長　

以
上
の
平
成
２6
年
度
の
事
業
計

画
（
案
）
に
基
づ
く
、
平
成
２6
年
度
事

業
会
計
予
算
（
案
）
を
小
野
財
務
担
当

副
会
長
よ
り
報
告
願
い
ま
す
。

○
平
成
25
年
度
退
任
役
員

理
事
・
糸　

修
（
す
な
が
わ
相
互
診

療
所
患
者
会
・
い
ず
み
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
市
川　

徹
（
調
布

病
院
腎
友
会
）

○
平
成
2６
年
度
新
理
事

酒
井　

豊
（�

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎

友
会
）

坂
本　

悦
男
（�

東
海
病
院
ひ
ま
わ
り

会
）

清
水　

陽
介
（�

す
な
が
わ
相
互
診
療

所
患
者
会
・
い
ず
み
）

田
崎　

勲
（�

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
）

○
平
成
２６
年
度
新
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

工
藤　

育
夫
（�

東
海
病
院
ひ
ま
わ
り

会
）

關
戸　

千
尋
（�

優
人
大
泉
学
園
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

長
井　

久
美
子
（
に
こ
た
ま
会
）

桃
田　

数
重
（�

中
野
共
立
病
院
腎
友

会
・
絆
の
会
）

災
害
対
策
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

�

（
本
号
Ｐ
１５
に
詳
細
を
掲
載
）

副
会
長　

須
賀　

春
美

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
透
析
患
者
が

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
で
き
る
よ

う
な
活
動
を
東
腎
協
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
９
回
総
会

を
終
了
い
た
し
ま
す
。

第
３
号
議
案　

平
成
２6
年
度
役
員
選
出
・
退
任
役
員

閉
会
の
挨
拶

質問する糸賀正会員

会場の様子

平成26年度新役員
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東
京
都
で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
透
析
医
療
機
関
が
迅
速

か
つ
的
確
な
透
析
医
療
を
行
う
為
の
標

準
的
な
活
動
を
示
す
も
の
と
し
て
、「
災

害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
平
成
９
年
に
作
成
し
、
平
成

１３
年
、
平
成
１８
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て

東
京
都
の
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動

改
訂
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
本
年
、
平
成
２6
年
３
月
に
、

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
地
の
状
況
や
、

被
災
透
析
患
者
の
都
内
で
の
緊
急
受
入

の
経
験
、
震
災
後
に
実
施
し
た
都
内
透

析
医
療
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
よ
り
実
践
的
で
活

用
し
や
す
い
内
容
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
て

い
る
透
析
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
体

制
や
各
機
関
の
主
な
活
動
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
ま
し
た
の
で
、
各
地
域
や
、

各
患
者
会
の
災
害
対
策
を
充
実
さ
せ
て

い
く
上
で
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

平
常
時
の
体
制

公
益
社
団
法
人
日
本
透
析
医
会
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
機
関
、
透

析
患
者
の
状
況
把
握
、
及
び
水
・
医
薬

品
の
確
保
に
向
け
た
情
報
収
集
の
た
め
、

全
国
的
な
規
模
で
「
日
本
透
析
医
会
災

害
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
内
に
は
、「
東

京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
と
「
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会

災
害
時
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
あ
り
、
特

別
区
と
多
摩
地
区
で
の
災
害
対
策
の
準

備
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
二
つ
の「
都
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
、　

東
京
都
の
二
次
保
険
医
療
圏
を

単
位
と
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係

図
を
図
１
に
示
し
ま
す
。

東
京
都
福
祉
保
健
局
と
こ
れ
ら
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
災
害
発
生
時
に
互
い

の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
透
析
医

療
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
平
常
時
か
ら

連
携
体
制
を
確
立
す
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。
透
析
医
療
機
関
は
、
災
害
発
生
時

に
備
え
、
透
析
患
者
の
受
入
先
確
保
の

た
め
、
医
療
機
関
相
互
に
個
別
の
協
定

を
締
結
す
る
等
、
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

都
内
で
災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

東
京
都
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て

対
応
し
ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
透
析

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
東
京
都
及
び

「
都
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
以
下
の

事
務
局
を
窓
口
と
し
て
、
相
互
に
連
携

し
て
対
応
し
ま
す
。

【
東
京
都
】

福
祉
保
健
局
保
健
政
策
部
疾
病
対
策

課
（
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
組
織
体

制
と
な
り
ま
す
。）

【
都
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
】

「
区
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
東
京
女
子

医
科
大
学
腎
臓
病
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

血
液
浄
化
療
法
科

想
像
を
超
え
る
災
害
に
備
え
る
た
め
に
②

平
成
26
年
３
月
改
訂
版

災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

東腎協
災害対策委員長

戸倉振一

平成２６年 ３ 月改訂版
災害時における透析医療活動マニュアル
都内透析医療機関、関係機関に配付されています。
東京都福祉保健局のホームページから全文ダウンロ
ードできます。
・＜東京都福祉保健局＞→＜医療・保健＞→＜広報
・刊行物＞→＜出版物・参考図書のご案内＞
・�http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/
iryo/koho/books.html
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「
三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
杏
林
大

学
病
院
腎
・
透
析
セ
ン
タ
ー

災
害
に
よ
っ
て
、
都
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
機
能
が
停
止
し
た
場
合
は
区
部
、

三
多
摩
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
そ
の
機
能
を

代
行
し
ま
す
。

災
害
時
の
透
析
医
療
情
報
連
絡
系
統

は
図
２
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
発
生
時
の
各
機
関
の
主
な
活

動
と
透
析
患
者
が
と
る
べ
き
行
動
に
つ

い
て
表
に
し
て
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
）

な
お
、
本
改
訂
版
か
ら
、
都
外
へ
支

援
要
請
す
る
場
合
の
対
応
、
都
外
か
ら

の
透
析
受
け
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
、
搬
送
患
者
の
情
報
集
約

と
提
供
、
受
入
先
自
治
体
と
の
調
整
、

受
入
先
医
療
機
関
と
の
調
整
、
搬
送
体

制
の
確
保
、
宿
泊
施
設
等
の
確
保
と
調

整
な
ど
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
い
ま
す
。

透
析
医
療
機
関
と
透
析
患
者
の
間
の

連
絡
や
医
療
救
護
所
や
避
難
所
に 

い
る
場
合
の
対
応

図
２
に
あ
る
よ
う
に
、
透
析
患
者
は

透
析
医
療
機
関
、
ま
た
は
状
況
に
よ
っ

て
は
区
市
町
村
か
ら
透
析
医
療
確
保
の

た
め
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

透
析
患
者
は
、
で
き
る
限
り
通
院
し

て
い
る
透
析
医
療
機
関
に
連
絡
し
て
、

（メール・HP等）

（災害対策本部、避難所等）
区 市 町 村

報道機関等

医師会

（災害対策本部）

東京都
福祉保健局

疾病対策課
その他関係課

厚生労働省
〔国〕

透析患者・家族

透析医療機関

④情報提供

③情報提供

③情報提供・連絡
連絡

連携 連携

③報告②報告

②報告

②報告

報告

①報告

①報告

図２　災害時における透析医療情報の流れ

二次
医療圏

都内

全国

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック

三多摩ネットワーク区部ネットワーク

三多摩

区　部

都内ネットワーク

連絡・調整 連絡・調整連絡・調整

日本透析医会ネットワーク

日本透析医会
ネットワーク

図１　ネットワーク関係図

助言・支援
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状
況
を
報
告
し
、
必
要
な
情
報
を
得
ま

す
。
通
院
先
の
医
療
機
関
が
透
析
不
可

能
な
場
合
は
、
受
入
先
医
療
機
関
や
受

診
方
法
な
ど
の
指
示
を
受
け
ま
す
。

医
療
救
護
所
や
避
難
所
に
い
る
場
合

は
、
そ
こ
の
医
師
や
管
理
者
等
な
ど
に

透
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

ま
た
、
通
院
先
の
透
析
医
療
機
関
と
の

連
絡
状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
携
帯

し
て
い
る
災
害
時
透
析
患
者
カ
ー
ド
を

提
示
し
ま
す
。
通
院
医
療
機
関
と
連
絡

が
と
れ
な
い
な
ど
、
透
析
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
は
、
医
師
や
管
理
者
等
に
相

談
し
支
援
を
求
め
ま
す
。

今
後
の
災
害
対
策
充
実
の
た
め
に

当
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
透
析
医
療
機
関
が

災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
た

め
に
標
準
的
な
活
動
を
示
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
透
析
医
療
機
関
が
透
析
患

者
用
の
防
災
の
手
引
を
作
成
す
る
た
め

の
参
考
資
料
も
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
各
透
析
施
設
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
作
成
、
改
訂
の
状
況
を
確
認
し
、

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
共
通
認
識
を

も
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

各
区
市
町
村
の
具
体
的
対
応
に
つ
い
て

も
、
各
地
域
で
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

項　目 災害発生時の主な活動内容

透析医療機関

・患者等の安全確保と避難
・被害状況の確認及び透析継続の可否判断（可能な限り透析医療を継続）
・各ネットワークへの報告・連絡等�
・通院患者への連絡と調整
・協力医療機関への患者受入要請、患者搬送の手配
・電気、水、ガス等のライフラインに関する情報収集と対応
・医療従事者の健康への配慮�・腹膜透析患者、要介護患者への対応
・腹膜透析患者、要介護患者への対応

都内
ネットワーク

・各透析医療機関からの情報の集約、被災状況把握
・日本透析医会ネットワーク及び都への報告、支援要請
・ブロック内及びブロック相互における患者受入調整
・�他自治体の受入先医療機関との調整（日本透析医会ネットワークと
連携）
・搬送患者のトリアージ（可能な限り実施）

日本透析医会
ネットワーク

・各透析医療機関、各ネットワークからの情報の集約、被災状況把握
・透析患者の受入先医療機関との調整　＊都内ネットワークと連携

都・地区
医師会

・各透析医療機関、ネットワークとの情報共有と連携
・区市町村、東京都との情報共有と連携

透析患者

・災害時透析患者カードの携帯と避難所等における提示
・非常時持ち出し品の携行
・通院先の透析医療機関への連絡と情報収集
・透析医療中は医療従事者の指示に従って行動
・熱量（エネルギー）の確保、食事と薬の管理

東京都
福祉保健局
（災害対策本部）

・各ネットワークからの情報収集
・被災状況の把握・厚生労働省への報告、支援要請等
・区市町村、患者等への情報提供
・他自治体への支援要請及び搬送手段の調整（※ １）
・透析用水の確保に向けた調整（※ ２）
・都外での災害発生時における情報収集・患者受入判断

区市町村
・避難所等における患者・家族への情報提供（※ ３）
・都福祉保健局、医師会等との連携
・緊急時における避難患者支援（※ ４）

※ １　警察・消防・自衛隊その他搬送関係団体や民間事業者等と連携、搬送手段の確保に努めます。
※ ２　透析医療用の水道水は、一人 １回約２００リットル必要となります。透析可能な医療機関か
ら区市町村等を通じ、支援要請があった場合、都が応急給水のための調整を行うなど、供給確保
に努めます。
※ ３　都福祉保健局や各医師会等からの情報をもとに、情報提供を行います。また、地域の透析
医療機関の被災情報等の確認に努め、都福祉保健局と情報共有します。
※ ４　区市町村が設置する避難所では、避難者名簿を作成する際に透析患者（災害時要援護者）
を把握します。介護等の支援が必要な透析患者については、二次避難所（福祉避難所）に搬送す
るよう努めます。また、避難所に設置された相談窓口において、医療をはじめとする生活上の相
談に対応し、治療や食事療養に必要な支援を行います。医療救護を必要とする場合は、最寄りの
医療救護所や受入可能な透析医療機関へ搬送します。
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透
析
は
誰
で
も
こ
の
治
療
を
出
来
た

ら
受
け
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
受
け
な
け
れ
ば
確
実

に
命
を
捧
げ
て
し
ま
う
癪
な
病
気
で
す
。

先
生
か
ら
こ
の
治
療
を
受
け
る
と
普
通

の
人
の
倍
の
年
を
と
っ
て
し
ま
う
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
身
体

を
傷
め
て
し
ま
う
過
酷
な
治
療
と
言
う

事
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

は
っ
き
り
言
え
ば
、
完
治
無
き
サ
バ

イ
バ
ル
闘
病
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
せ

な
ら
そ
の
間
少
し
で
も
緩
や
か
な
下
降

線
で
楽
し
く
前
向
き
に
透
析
治
療
を
し

て
行
く
努
力
こ
そ
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
も
何
だ
か
ん
だ
で
透
析
歴
１6
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
過
ぎ
て
み
れ
ば
あ
っ

と
い
う
間
で
あ
ち
こ
ち
が
傷
み
な
が
ら

何
く
そ
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
は
保

存
期
が
２6
年
く
ら
い
で
割
と
長
く
、
食

事
な
ど
家
内
の
協
力
も
あ
り
ま
し
て
５０

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
か
ら
か
最
初
の
５
年
間
位

は
乱
暴
し
ま
し
た
。
口
が
美
味
し
く
な

り
暴
飲
暴
食
。
ま
た
夜
更
か
し
を
し
て

し
ま
い
、
勿
論
血
液
検
査
の
数
字
が
悪

い
方
に
う
な
ぎ
登
り
で
安
定
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
所
が
幸
い
に
私
の
透
析
を

し
て
い
ま
す
病
院
の
グ
ル
ー
プ
で
、
毎

年
講
演
会
、
料
理
講
習
会
等
が
あ
り
、

改
ま
っ
て
治
療
す
る
上
で
の
患
者
と
し

て
の
向
か
い
方
を
考
え
直
す
機
会
が
持

て
ま
し
た
。
最
初
の
対
処
が
悪
か
っ
た

せ
い
か
、
長
か
っ
た
保
存
期
の
為
か
動

脈
硬
化
が
み
ら
れ
冠
動
脈
に
ス
テ
ン
ト

が
入
り
、
そ
の
為
の
薬
の
せ
い
で
胃
潰

瘍
等
で
出
血
し
や
す
く
な
り
一
年
間
に

３
度
も
入
院
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
ご
指
導
の
お
陰
で
持
ち
直
す
こ
と

が
出
来
て
来
ま
し
た
。

病
院
で
は
４
年
位
前
か
ら
患
者
会
の

会
長
を
や
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ

の
せ
い
も
あ
り
新
し
い
患
者
さ
ん
や
調

子
の
余
り
芳
し
く
無
い
患
者
さ
ん
に
色

々
質
問
な
ど
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
自
分
の
経
験
だ
け
で
は

済
ま
な
く
な
り
、
出
来
る
だ
け
間
違
え

の
な
い
返
事
が
出
来
る
様
に
勉
強
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。ま

た
、
真
剣
に
こ
の
治
療
等
や
患
者

の
為
に
活
動
し
て
い
る
東
腎
協
に
接
す

る
こ
と
が
出
来
て
、
私
自
身
参
加
を
し

て
少
し
で
も
自
分
や
病
院
の
患
者
さ
ん

に
役
に
立
て
る
様
、
一
か
ら
頑
張
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
ゴ
ル
フ
や 

温
泉
旅
行
も
復
活
し
て 

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

仕
事
は
ど
ん
な
状
態
で
も
、
仕
舞
う

訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
出
来
る
だ
け

後
継
者
を
育
て
る
ほ
う
に
力
を
入
れ
、

ま
た
業
界
発
展
の
為
に
自
分
の
出
来
る

だ
け
の
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
好
き
な
ゴ
ル
フ
や
温
泉
旅
行
を
復
活

さ
せ
て
心
身
共
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
試
み

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
事
に
よ
り
、
病
み
あ
が
り
で

歩
く
の
が
辛
か
っ
た
時
か
ら
休
み
休
み

で
も
長
く
歩
け
る
様
に
な
り
、
や
は
り

こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
少
し
で
も
前

に
進
む
事
で
下
降
線
を
止
め
る
事
も
可

能
？
な
ん
て
思
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

少
し
で
も
今
後
の
為
に
な
る
様
に
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
東

腎
協
の
役
員
の
方
ま
た
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

透
析
１６
年
（
６６
歳
）

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事

少
し
で
も
自
分
や
患
者
さ

ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
に

酒
井　

豊
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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「
勉
強
会
」
そ
し
て

「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」

坂
本

　悦
男

（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

５
月
１８
日
（
日
）
午
後
１
時
３０
分
か

ら
４
時
ま
で
、
２３
名
が
練
馬
区
立
心
身

障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
透
析
体

験
を
話
し
合
う
勉
強
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
痛
み
や
血
圧
低
下
の
つ
ら
さ
等
、

そ
し
て
３０
年
以
上
昔
の
透
析
を
体
験
し

た
人
で
し
か
知
ら
な
い
事
実
を
知
識
と

し
て
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
新
の
機
械
で
透
析
を
行
っ
て
く
れ
て

い
る
現
状
に
感
謝
し
つ
つ
も
腎
臓
病
が

完
治
で
き
る
時
代
を
期
待
し
て
勉
強
会

は
終
わ
り
ま
し
た
。
５
時
か
ら
は
場
所

を
変
え
て
食
事
会
を
開
始
。
１6
名
が
参

加
し
中
華
料
理
を
食
べ
か
つ
飲
み
、
翌

日
の
体
重
を
増
や
し
す
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

約
一
ヶ
月
後
の
６
月
８
日
（
日
）
山

梨
へ
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
旅
行
で

す
。
参
加
予
定
は
３９
名
で
し
た
が
一
名

ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
３８
名
で

出
発
。
全
国
的
雨
模
様
の
中
、
８
時
１５

分
に
練
馬
高
野
台
駅
前
を
出
発
し
、
東

海
病
院
前
を
通
り
ガ
ラ
開
き
の
中
央
道

で
清
里
へ
。
地
元
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
で
昼
食
。
雨
の

た
め
「
れ
ん
げ
つ
つ
じ
」
は
バ
ス
か
ら

の
見
学
と
し
て
次
の
目
的
地
「
サ
ン
ト

リ
ー
白
州
工
場
」
へ
。
サ
ン
ト
リ
ー
の

水
と
い
え
ば
「
南
ア
ル
プ
ス
天
然
水
」。

こ
こ
で
採
取
さ
れ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰

め
ら
れ
て
い
ま
す
。ウ
イ
ス
キ
ー
は「
白

州
」
の
銘
柄
が
蒸
留
、
熟
成
さ
れ
る
。

見
学
コ
ー
ス
は
バ
ス
に
乗
り
案
内
さ
れ

最
後
に
試
飲
。
お
つ
ま
み
付
。
ハ
イ
ボ

ー
ル
一
杯
だ
け
で
は
少
々
足
り
ず
「
白

州
」
の
ス
ト
レ
ー
ト
も
お
代
わ
り
し
た
。

こ
こ
に
来
る
ま
で
バ
ス
の
中
と
昼
食
時

で
体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
て
い
た

が
こ
こ
で
遠
慮
す
る
手
は
な
い
。
だ
が

つ
い
土
産
に
「
白
州
」
を
買
っ
て
し
ま

う
。
４
時
近
く
だ
が
こ
れ
か
ら
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
。
３０
分
間
食
べ
放
題
。
さ
く

ら
ん
ぼ
に
は
時
期
が
早
い
か
と
思
わ
れ

た
が
、
雨
除
け
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

入
っ
て
み
る
と
「
赤
い
ル
ビ
ー
」
が
緑

の
葉
の
中
で
酔
っ
払
い
を
呼
ん
で
い
る
。

明
日
が
月
中
の
血
液
検
査
の
日
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
赤
い
魅
力
に
と
り
つ
か
れ

て
つ
い
手
を
出
し
口
に
運
ぶ
。
甘
い
！

新
鮮
だ
！
う
ま
い
！　

練
馬
に
７
時
こ

ろ
到
着
し
た
が
ま
だ
腹
は
減
っ
て
こ
な

い
。
さ
く
ら
ん
ぼ
腹
だ
。
カ
リ
ウ
ム
は

薬
を
飲
ん
だ
か
ら
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
。

皆
が
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。
帰
っ
て

き
た
ら
次
は
ど
こ
に
行
く
の
？
と
、
う

れ
し
い
や
ら
面
倒
や
ら
、
何
と
も
悩
ま

し
い
。

で
も
勉
強
会
、
旅
行
と
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
の
中
で
患
者
会

に
入
っ
て
下
さ
る
方
が
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

２
０
１
４
年
度
全
腎
協

全
国
大
会
in
さ
ぬ
き　

長
期
透
析
者
表
彰

２
０
１
４
年
度
全
腎
協
全
国
大
会
は

５
月
１８
日
（
日
）
１０
時
か
ら
、
香
川
県

民
ホ
ー
ル
（
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー

ル
）
で
行
わ
れ
、
東
京
か
ら
は
藤
田
会

長
を
始
め
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
、
１７
日
（
土
）
午
後

６
時
か
ら
、
喜
代
美
山
荘
花
樹
海
で
交

流
会
が
行
わ
れ
全
国
か
ら
１
０
０
０
人

を
上
回
る
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

長
期
透
析
者
（
４０
年
）
と
し
て
、
東

京
か
ら
は
宮
城
文
江
さ
ん
（
青
湘
会
記

念
病
院
腎
友
会
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

南アルプス市「さくらんぼ」園にて

4０年透析者表彰の宮城文江さん
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東
腎
協
第
４
回
大
会

７
月
６
日
（
日
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議

会
第
４
回
大
会
が
大
森
東
急
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
時
刻
の
午
前
１０
時
半
に
は
１
１
２
患
者
会

か
ら
約
１
５
０
名
の
会
員
さ
ん
が
集
い
、
関
東
医
療

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
松
本
光
正
先
生
の
「
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
健
康
」
の
お
話
と
聞
き
、
１２
時
半
か
ら

は
待
望
の
食
事
会
。

テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
だ
お
い
し
い
料
理
に
、
普
段
は

食
事
を
節
制
し
て
い
る
会
員
さ
ん
た
ち
も
、「
今
日

だ
け
は
…
」
と
箸
を
進
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
食
事
中

２
０
１
４
年
７
月
６
日

大
森
東
急
イ
ン
に
て

約
１
５
０
名
の
参
加

は
バ
ン
ド
演
奏
（
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
・
池
谷
八
腎
会
会
長
）

が
流
れ
、
雰
囲
気
も
最
高
潮
に
。

ま
た
会
場
の
外
の
通
路
で
は
、初
め
て
の
試
み「
会

員
文
化
作
品
展
」
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
、
彫
刻
、
造

形
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

最
後
に
７
名
の
「
透
析
４０
年
顕
彰
者
」
が
発
表
さ

れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

透
析
４０
年
顕
彰
者

恩
田　

朔
郎
さ
ん
（
三
軒
茶
屋
病
院
腎
友
会
）

富
岡　

靖
子
さ
ん
（
三
軒
茶
屋
病
院
腎
友
会
）

矢
沢　

輝
之
さ
ん
（
望
星
田
無
友
の
会
）

大
島　

矩
子
さ
ん
（
望
星
田
無
友
の
会
）

早
川　

逸
朗
さ
ん
（
菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）

志
垣　

春
子
さ
ん
（
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
）

宮
城　

文
江
さ
ん
（
清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
）

藤
田
会
長
の
挨
拶

本
日
は
東
腎
協
第
４
回
大
会
に
多
数
ご
参
集
い
た

だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

会
長
の
藤
田
で
す
。

今
ま
で
の
大
会
で
は
正
会
員
向
け
の
総
会
と
同
時

開
催
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
時
間

の
節
約
や
一
般
会
員
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
た
め

に
、
新
た
な
企
画
と
し
て
別
々
に
行
う
事
と
い
た
し

ま
し
た
。

一
部
活
動
の
ご
報
告
も
あ
り
ま
す
が
、
メ
イ
ン
は

講
演
、
食
事
、
音
楽
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

ま
た
大
会
に
来
て
何
か
為
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
た

だ
く
事
で
あ
り
ま
す
。
時
間
の
合
間
を
み
て
、
ほ
か

の
会
員
と
の
懇
親
に
も
是
非
、
花
を
咲
か
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

別
に
会
員
の
皆
様
の
作
品
や
賛
助
い
た
だ
い
た
企

業
の
ブ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
日
曜
日
の
昼
を
挟
ん
で
の
３
時
間
、
ど

う
ぞ
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

40年顕彰宮城文江さん（代理の中島会長）

松本光正先生の講演

第 4回大会受付風景

全腎協今井会長

東京都阿部課長

東腎協藤田会長
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４
月
２３
日
に
行
わ
れ
た
北
部
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
で
、
正
会
員
の
皆
様
に
練
馬
区

に
地
域
腎
友
会
を
創
り
た
い
の
で
協
力

し
て
ほ
し
い
旨
の
お
願
い
を
し
て
か
ら

二
ヶ
月
後
の
６
月
１５
日
に
、
立
ち
上
げ

の
た
め
の
第
一
回
目
の
会
合
を
も
つ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

本
来
、
行
政
と
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
あ
う
な
ら
ば
、
地
域

を
担
当
し
て
い
る
部
署
、
つ
ま
り
区
役

所
の
地
域
医
療
課
と
話
し
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
５
月
１３
日
に
相

談
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
な
ん

ブ
ル
に
つ
い
て
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
理

解
も
出
来
な
い
し
解
決
も
し
な
い
訳
で

す
。第

一
回
目
の
会
合
で
５
団
体
の
基
本

的
態
度
は
確
認
で
き
ま
し
た
。
組
織
し

よ
う
と
い
う
方
向
で
す
。
特
に
活
動
の

第
一
歩
目
は
災
害
対
策
。
そ
し
て
こ
れ

に
関
連
し
て
老
齢
化
、
肉
体
の
劣
化
に

よ
る
透
析
通
院
も
含
む
患
者
送
迎
の
問

題
で
す
。
問
題
の
指
摘
で
終
わ
ら
ず
解

決
す
べ
き
手
段
ま
で
一
緒
に
皆
で
考
え

て
い
き
た
い
。
や
は
り
自
分
た
ち
の
足

元
の
所
属
す
る
患
者
会
と
自
分
た
ち
の

行
政
単
位
、
練
馬
区
と
の
話
し
合
い
が

活
き
た
活
動
と
な
り
本
当
の
会
員
の
為

の
活
動
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
だ
が

第
二
回
目
の
会
合
、
７
月
２０
日
の
会
合

に
は
何
ら
か
の
具
体
的
な
活
動
を
練
馬

区
内
５
患
者
会
で
生
み
出
し
て
み
た
い
。

「
練
馬
腎
友
会（
仮
称
）」を

創
ろ
う

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事　

坂
本
悦
男

と
「
待
っ
て
ま
し
た
」
と
言
う
よ
う
な

状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

練
馬
区
は
、
災
害
時
の
透
析
患
者
の

透
析
環
境
の
事
を
考
え
、
医
療
側
、
送

迎
団
体
と
話
し
合
い
を
す
す
め
て
い
た

の
で
す
が
、
肝
心
の
患
者
側
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
把
握
す
れ
ば
良
い
の
か
思

案
し
て
い
た
、
と
言
う
わ
け
で
す
。

確
か
に
現
在
練
馬
区
内
の
東
腎
協
に

参
加
し
て
い
る
患
者
会
は
５
団
体
あ
り

ま
す
が
、
各
々
の
患
者
会
は
東
腎
協
と

は
つ
な
が
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
縦

の
繋
が
り
で
、
地
域
内
で
の
横
の
つ
な

が
り
は
無
い
。
正
会
員
同
士
が
知
り
合

っ
て
い
て
も
患
者
会
と
し
て
の
ま
と
ま

り
は
何
も
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
災
害
時

に
現
れ
る
そ
の
地
域
特
有
の
課
題
、
問

題
は
地
区
内
の
病
院
と
患
者
会
が
テ
ー

八
王
子
市
地
域
腎
友
会
の
第
５
回
総

会
及
び
第
１１
回
透
析
サ
ロ
ン
が
平
成
２6

年
６
月
１５
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
午

後
５
時
近
く
ま
で
、
八
王
子
市
ク
リ
エ

イ
ト
ホ
ー
ル
１１
Ｆ
視
聴
覚
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
後
の
透
析
サ
ロ
ン
は
、

今
回
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
は
、
第

一
部
は
、
八
王
子
市
医
療
保
健
部
南
大

沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
師
に
よ
る

「
透
析
患
者
に
欠
か
せ
な
い
日
頃
の
フ

ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
」、
第
二
部
は
岩

崎
正
宏
事
務
局
長
が
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
し
て
の
「
食
事
面
か
ら
み
た
リ
ン

管
理
に
つ
い
て
」
で
し
た
が
、
透
析
患

者
に
分
か
り
や
す
い
解
説
で
講
義
が
進

行
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ
に
加
え

て
富
士
通
ホ
ー
ム
＆
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ

ス（
株
）先
端
農
業
事
業
部
企
画
部
の
野

牧
宏
治
部
長
の「
低
カ
リ
ウ
ム
レ
タ
ス
」

の
同
社
で
の
開
発
や
販
売
に
関
す
る
報

八
王
子
市
地
域
腎
友
会
の

第
５
回
総
会
及
び

第
１１
回
透
析
サ
ロ
ン

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
理
事　

斉
藤
和
巳

地域腎友会特集

練馬腎友会の打合わせ

八王子地域腎友会第 5回総会
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告
が
第
三
部
と
い
う
形
で
な
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
か
ら
は
、
価
格
の
低
廉
化
の

要
望
、
普
通
食
を
工
夫
し
て
食
べ
る
こ

と
と
の
関
連
が
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ

Ｋ
Ｄ
対
策
と
い
う
視
点
か
ら
の
評
価
も

含
め
て
、
大
変
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

八
王
子
市
は
、
平
成
２７
年
４
月
に
全

国
で
４４
番
目
の
中
核
市
へ
と
移
行
し
ま

す
。
八
王
子
市
地
域
腎
友
会
は
、
地
域

の
会
員
の
「
共
に
学
ぶ
」
こ
と
に
よ
る

透
析
患
者
の
質
の
向
上
及
び
「
し
っ
か

り
透
析
を
す
る
、
し
っ
か
り
食
べ
る
、

し
っ
か
り
動
く
」
と
い
う
会
の
基
本
理

念
の
も
と
に
地
元
に
根
付
い
た
透
析
患

者
の
団
体
を
め
ざ
し
て
の
活
動
を
、
方

法
論
を
模
索
し
な
が
ら
今
後
も
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

１１
時
に
な
り
、
鈴
木
理
事
の
司
会
で

始
ま
り
、
議
長
に
若
木
理
事
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

榊
原
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
へ
と

進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
平
成
２５
年
度
事

業
報
告
を
古
木
事
務
局
長
に
、
平
成
２５

年
度
活
動
計
算
書
報
告
を
秋
山
会
計
に
、

平
成
２５
年
度
活
動
監
査
報
告
を
永
森
監

事
に
、
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３

議
案
に
つ
い
て
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
２6
年
度
事
業
計
画

（
案
）
を
榊
原
会
長
に
、
平
成
２6
年
度

活
動
予
算
（
案
）
を
秋
山
会
計
に
報
告

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２
議
案
に
つ
い

て
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
平
成
２6
年
度
役
員
（
案
）
を

糸
賀
理
事
が
新
し
く
役
員
を
遣
っ
て
下

さ
る
方
を
求
め
た
の
で
す
が
、
誰
も
出

こ
の
た
び
第
２２
回
目
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
２6
年
６
月
８
日
（
日
）

場
所
：
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
研
修
室

参
加
者
：
会
員
３３
名
。
顧
問
２
名

第
１
部
の
総
会
（
１
：
３０
～
２
：
２０
）

に
先
立
ち
ま
し
て
会
長
挨
拶
、
故
人
に

対
す
る
黙
祷
の
後
、
顧
問
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
都
議
会
議
員
さ
ん
、
区
議

会
員
議
員
さ
ん
か
ら
さ
つ
き
会
の
活
動

へ
の
激
励
、
各
議
員
さ
ん
の
透
析
に
か

か
わ
る
取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
ご

挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

主
な
活
動
で
あ
る
、
江
戸
川
区
民
を
対

象
と
し
た
江
戸
川
区
と
共
催
の
腎
機
能

障
害
者
向
け
講
演
会
、
区
民
祭
り
で
の

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布
と

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
啓
発
、
親
睦
旅
行
、
江
戸

川
区
障
害
者
団
体
連
絡
会
へ
の
参
加
等

に
つ
い
て
の
活
動
内
容
と
決
算
、
次
年

度
の
活
動
と
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
き
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
講
演
会
（
２
：
３０
～
３
：

３０
）
で
は
近
年
、
障
害
者
、
高
齢
者
に

対
す
る
詐
欺
商
法
の
被
害
が
急
激
に
増

え
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、「
障
害
者

・
高
齢
者
を
と
り
ま
く
ト
ラ
ブ
ル
？
悪

質
商
法
の
事
例
と
被
害
防
止
の
た
め

に
？
」
と
題
し
て
、
講
師
に
江
戸
川
区

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
田
中
弘
毅
所
長
を

お
招
き
し
、
そ
の
実
態
と
対
策
に
つ
い

て
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会
は
東
腎
協

に
加
盟
し
て
い
る
江
戸
川
区
内
の
４
患

者
会
（
６
透
析
施
設
）
の
東
腎
協
会
員

の
う
ち
江
戸
川
区
在
住
者
約
１
８
０
名

で
構
成
す
る
患
者
会
で
、
年
会
費
千
円

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会

第
２２
回
総
会
開
催

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事　

戸
倉
振
一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
板
橋
腎
友
さ
く
ら
会

総
会
＆
講
演
会　

報
告

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事　

古
木
直
之

江戸川区腎友さつき会第22回総会

NPO板橋腎友さくら会総会

第
１
部

　第
１３
回
総
会

日　

時
：�

平
成
2６
年
６
月
１
日
（
日
）
午
前

１１
時
～
１2
時

会　

場
：�
板
橋
区
立
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ル　

３
階　

教
室
Ａ

出
席
者
：
１１
名

東
腎
協
：
榊
原
、
古
木
、

正
会
員
：
糸
賀
、
松
崎
、
鈴
木
、



14No.203／2014年 7 月

ず
、
そ
こ
で
議
事
は
す
べ
て
終
了
し
ま

し
た
。
議
長
は
解
任
し
ま
す
と
司
会
よ

り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
第
２
部
の
記

念
講
演
に
う
つ
り
ま
し
た
。

第
２
部

　記
念
講
演
会

時　

間
：�

開
場　

午
後
１
時�

開
始　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０

分

講　

演
：�

透
析
の
合
併
症
「
循
環
器
系
の
現

状
と
対
策
」

講　

師
：（�

医
）
社
団
博
鳳
会　

敬
愛
病
院　

院
長　

樋
口　

輝
美
先
生

出
席
者
：
5３
名

東
腎
協
：
榊
原
、
古
木
、
吉
澤
、
田
崎
、

正
会
員
：
糸
賀
、
松
崎
、
鈴
木
、

午
後
１
時
３０
分
を
少
し
過
ぎ
た
位
か

ら
、
糸
賀
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し

た
。先

ず
、
先
生
の
ご
紹
介
か
ら
（
医
）

博
鳳
会　

敬
愛
病
院
院
長
樋
口　

輝
美

先
生
の
経
歴
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
日

大
板
橋
病
院
准
教
授
で
も
あ
り
ま
す
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
し
、
お
話
し

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
に
「
研
究
、
学
習
熱
心
な
先
生
を
伺

い
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」、「
情
熱
的

で
素
晴
し
い
先
生
の
講
演
で
し
た
」、

「
色
々
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど

あ
り
、
大
変
好
評
で
し
た
。
こ
れ
を
機

会
に
、
会
員
拡
大
に
も
っ
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
腎
友
会
と
し
て
、
平
成
元
年
設

立
し
た
会
が
二
十
五
周
年
を
迎
え
記
念

誌
を
作
成
し
ま
し
た
。

十
五
周
年
を
迎
え
た
時
に
第
一
号
の

記
念
誌
を
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
後
の
十
年
の
活
動
を
ま
と
め
作
成

し
ま
し
た
。

現
在
、
会
の
運
営
は
参
加
で
き
る
会

員
が
少
な
く
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
会
員
の
方
た

ち
の
力
に
な
っ
て
い
き
た
い
！
そ
の
思

い
だ
け
で
続
け
て
き
た
二
十
五
年
間
で

し
た
。

そ
の
気
持
ち
を
こ
め
て
作
り
上
げ
た

記
念
で
す
。
ま
た
、
会
員
の
方
た
ち
に

は
聴
診
器
を
贈
り
（
賛
助
会
員
に
は
名

入
れ
タ
オ
ル
）、
無
事
二
十
五
周
年
行

事
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
二
十
五
回
総
会
・
記
念

誌
作
成

江
東
腎
臓
病
を
考
え
る
会

　

会
長　

林　

勝
則

葛
飾
腎
友
会
の
二
〇
一
四
年

（
平
成
二
六
年
）
度
の

活
動
方
針（
案
）

１
・�

災
害
対
策
や
医
療
や
福
祉
を
向
上

す
る
活
動

災
害
時
に
お
け
る
透
析
施
設
の
確
保
、

避
難
所
で
の
生
活
、
透
析
、
施
設
、
病

院
等
の
交
通
手
段
な
ど
、
災
害
時
に
つ

い
て
透
析
患
者
の
現
状
や
悩
み
、
災
害

対
策
や
障
害
者
施
設
の
向
上
に
力
を
入

れ
て
、
一
人
ひ
と
り
で
は
改
善
困
難
な

要
望
も
、
患
者
会
が
患
者
全
体
の
代
表

と
し
て
働
き
か
け
地
域
で
暮
ら
し
や
す

い
環
境
を
少
し
ず
つ
で
も
整
え
て
い
け

れ
ば
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

２
・�

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
親
睦
会
・
勉

強
会
な
ど
の
計
画

各
病
院
の
院
長
先
生
か
ら
の
透
析
や
合

併
症
な
ど
の
患
者
に
役
立
つ
お
話
し
。

区
役
所
、
保
健
所
の
職
員
な
ど
の
医
療

制
度
や
福
祉
制
度
な
ど
の
学
習
会
や
講

演
会
。
会
員
の
親
睦
を
は
か
る
バ
ス
旅

行
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
・
行
政
と
の
交
流

腎
友
会
と
し
て
昨
年
６
月
の
調
べ
で
葛

飾
区
内
に
、
約
１
４
２
４
名
の
透
析
患

者
が
い
ま
す
。
腎
友
会
と
し
て
は
透
析

患
者
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
区
民
の
人

た
ち
に
腎
臓
病
の
事
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
葛
飾
区
に
協
力
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

＊
活
動
方
針
に
つ
い
て
、
今
決
ま
っ
て

い
る
日
程
は
、・
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を

９
月
２８
日
（
日
）
に
三
浦
半
島
方
面
。

・
葛
飾
保
健
所
と
の
共
催
で
第
１
回
の

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
策
の
講
演

の
日
程
が
保
健
所
と
の
話
し
合
い
で
決

定
し
ま
し
た
。
日
時
は
１０
月
２6
日（
日
）

午
後
１
時
３０
分
受
付
、
２
時
開
始
か
ら

４
時
終
了
予
定
。

江東腎臓を考える会第25回総会

25週年記念誌
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災害対策の一環としての
名簿作成についての方針（案）

1．名簿の利用目的

①災害時等における、会員の安否確認と必要な
支援、全腎協の災害見舞金や義援金を確実に被
災した会員に支給するため。
（患者会役員と連絡がとれない場合を想定）
②万が一、患者会が解散することになった患者
会会員に、東腎協の個人会員として継続するか
のお知らせを送付するため。
（全腎協の災害見舞金や義援金を受け取る権利
を失うことの確認）

2．名簿情報の項目

患者会名　氏名、住所、電話番号

3．名簿の収集の方法

①初年度は患者会会員全員を対象に名簿記載の
可否を確認。
（名簿情報を記入していただく同意書を各患者
会から各会員に配布、回収していただき患者会
より東腎協事務局へ一括して返送していただ
く。）
②ただし、会員の同意を得た上で、上記２．の
項目を記載した患者会名簿が提出可能な場合は

患者会名簿のみを提出していただく。

4．名簿の更新

①次年度以降の新規会員に対しては初年度と同
様に、名簿への記載の可否の確認と同意書の収
集を行う。
②既存会員については、前年度に東腎協で作成
した名簿のうち氏名のみを記載したリストで会
員を継続していることを確認していただく。
③住所、電話番号に変更がある場合は変更届け
を提出していただく。

5．名簿の運用

名簿の収集、作成、管理、利用に先立ち名簿管
理規定を作成し運用する。
名簿の電子化は機密保持体制の整った専門業者
への委託を考えている。

6．個人情報の保護

名簿の収集、作成、管理、利用にあたっては、
関連の法令等を遵守し、個人情報の保護に努め
ます。

以上

名簿に関するアンケート結果 67患者会

作成していない
１９患者会（28％）

作成している（氏名のみ）
１２患者会（18％）

作成している（氏名と住所）
４患者会（6％）

作成している（氏名、住所、電話番号）提出可能
１９患者会（28％）

作成している（氏名、住所、電話番号）提出不可
５患者会（7％）

作成している（氏名、住所、電話番号）提出できるかわからない。
８患者会（12％）
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去
る
３
月
２５
日
、
私
は
今
年
初
め
て
事
務
局
を
訪

問
い
た
し
ま
し
た
。
軽
部
さ
ん
と
も
久
し
ぶ
り
に
お

話
が
出
来
、
今
年
も
お
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
と
別
れ
ま
し
た
。

間
も
な
く
、
彼
の
訃
報
を
知
り
、
非
常
な
驚
き
と

寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
の
十
数
年
の
東
腎
協
活
動
は
、
軽
部
さ
ん
の
知

識
、
情
報
、
ご
経
験
が
有
力
な
糧
で
、
中
で
も
二
つ

の
成
果
は
彼
の
活
動
経
験
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

実
り
ま
し
た
。

第
一
は
私
が
幹
事
と
し
て
中
南
ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当

し
て
お
り
ま
し
た
頃
、
東
腎
協
最
大
の
多
摩
ブ
ロ
ッ

ク
の
小
川
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
急
逝
さ
れ
、
急
遽
当
時
の

榊
原
会
長
か
ら
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当
し
て
欲
し
い

と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
に
関

し
て
は
全
く
知
識
が
な
く
途
方
に
暮
れ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
経
験
も
豊
富
な
軽
部

さ
ん
に
ご
相
談
を
し
、
知
恵
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
は
大
変
に
広
範
囲
で
あ
り
、
反
面

ア
ク
セ
ス
も
不
便
で
５０
か
所
の
患
者
会
が
存
在
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
患
者
会
会
合
の
利
便
性
を
考
え
る
と
、

ブ
ロ
ッ
ク
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
割
し
、
患
者
会
を
ど

う
配
置
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
軽
部
さ
ん

に
一
週
間
を
か
け
配
置
計
画
を
お
願
い
し
、
全
患
者

会
を
回
り
会
長
、
正
会
員
と
面
談
し
ま
し
た
。
多
摩

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
東
腎
協
活
動
は
過
去
、
現
在
、
未
来
と
、

こ
の
よ
う
な
人
の
繋
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
大
切
な
道

と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

軽
部
さ
ん
、
長
い
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

軽
部
さ
ん
の
ご
遺
志
を
引
き
継
い
で

事
務
局
長　
　

岸
里　

悟

軽
部
和
之
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

軽
部
さ
ん
に
は
、
私
が
東
腎
協
青
年
部

に
所
属
し
て
い
る
時
に
初
め
て
お
会
い
し

ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
軽
部
さ
ん
は
事
務
局
員

と
し
て
会
計
の
前
に
編
集
の
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
私
は
ア
ル
バ
イ

ト
で
東
腎
協
事
務
局
に
お
手
伝
い
に
来
て

い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
色
々
な
仕
事

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
い
い

思
い
出
ば
か
り
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

思
い
出
し
ま
す
。

誰
よ
り
も
団
体
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら

れ
た
方
で
し
た
。
軽
部
さ
ん
の
ご
遺
志
を

引
き
継
ぎ
、
今
後
と
も
患
者
会
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
当
に
長
き
に

わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
の
確
立
に
は
彼
の
活
動
経
験
、
知
識
が
あ

っ
て
こ
そ
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
は
私
が
会
長
職
に
就
い
た
時
、
会
員
の
減
少

も
進
ん
で
お
り
、
会
費
以
外
の
収
入
を
求
め
な
い
と

将
来
の
東
腎
協
運
営
は
難
し
く
な
る
と
考
え
、
賛
助

会
員
の
獲
得
と
寄
付
金
の
強
化
の
活
動
に
動
き
ま
し

た
。
私
が
そ
の
活
動
を
で
き
ま
し
た
の
も
軽
部
さ
ん

の
フ
ォ
ロ
ー
の
お
か
げ
で
し
た
。

さ
て
、
私
が
初
め
て
東
腎
協
の
幹
事
に
な
っ
た
年

に
幹
事
旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
と
風
呂
に
つ
か
り

な
が
ら
、
東
腎
協
活
動
の
諸
々
の
お
話
を
聞
か
せ
て

頂
き
、
東
腎
協
の
内
情
が
全
く
分
か
ら
ず
心
細
く
し

て
い
た
私
に
は
、
非
常
に
有
難
い
時
間
で
あ
っ
た
こ

と
を
今
更
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

最
後
に
、
彼
は
若
年
の
頃
か
ら
の
透
析
患
者
で
、

東
腎
協
活
動
が
人
生
の
全
て
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
奥
様
の
多
大
な

ご
尽
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
、
心
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

軽
部
和
之
さ
ん
を
偲
ん
で

追
悼軽

部
さ
ん
と
の
思
い
出

前
東
腎
協
会
長　

木
下
久
吉

軽部和之（かるべ　かずゆき）2０１4年4月5日逝去。享年６2歳。１９８5年
１１月透析導入。立川相互病院透析室希望会、１９９９年から東腎協常任幹
事、理事、2００4年東腎協副会長。
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医
療
法
人
社
団

菅
沼
会

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

理
事
長
・
院
長

菅
沼

信
也

〒
１
５
７
�
０
０
６
２

世
田
谷
区
南
烏
山

４
�
２１
�
１４

�
０
３
�
５
９
６
９
�
４
９
７
６

株
式
会
社

ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役
社
長

亀
井

宏
之

〒
２
５
２
�
０
２
３
３

相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼

台
１
�
７
�
７

ト
ラ
ス
ト
・
テ
ッ
ク
相
模
原
ビ
ル

�
０
４
２
�
７
７
６
�
６
９
３
５

医
療
法
人
社
団

三
友
会

あ

け

ぼ

の

病

院

理
事
長

南
郷

俊
明

〒
１
９
４
�
０
０
２
１

町
田
市
中
町１

�
１１
�
１１

�
０
４
２
�
７
２
８
�
１
１
１
１

医
療
法
人
社
団

西
新
井
病
院
附
属
成
和
腎
ク
リ
ニッ
ク

理
事
長

金

光
宇

〒
１
２
３
�
０
８
４
５

足
立
区
西
新
井
本
町

１
�
２５
�
３５

�
０
３
�
５
８
３
８
�
１
１
８
１

医
療
法
人
社
団

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

飯
田
橋
春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

春
口

洋
昭

〒
１
０
２
�
０
０
７
２

千
代
田
区
飯
田
橋

３
丁
目
９
�
３

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

�
０
３
�
５
２
１
５
�
１
５
１
５

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

東
京
第
一
支
店

〒
１
０
３
�
０
０
２
３

中
央
区
日
本
橋
本
町

２
�
４
�
５

扶
桑
日
本
橋
ビ
ル

�
０
３
�
５
２
０
３
�
７
１
０
１

寺

田

病

院

院
長

寺
田

光
男

〒
１
６
７
�
０
０
８
１

杉
並
区
宮
前５

�
１８
�
１６

�
０
３
�
３
３
３
２
�
１
１
６
６

医
療
法
人
社
団

東
仁
会

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
病
院

院
長

多
川

斉

〒
１
８
０
�
０
０
０
４

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町

１
�
３０
�
１２

�
０
４
２
２
�
２
２
�
１
１
２
０

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

永
野

正
史

〒
１
７
６
�
０
０
１
２

練
馬
区
豊
玉
北

４
�
１１
�
９

�
０
３
�
５
９
９
９
�
０
７
２
３

イ
ー
ホ
ー
プ
ペ
プ
セ
ル

代
表

三
好

哲
夫

〒
６
５
１
�
０
０
８
４

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区

磯
辺
通
２
�
２
�
２５

ダ
イ
ワ
ピ
ュ
ア
ビ
ル
８
０
３

�
０
７
８
�
８
５
５
�
５
９
１
１

特
定
非
営
利
活
動
法
人

腎
臓
病
連
絡
協
議
会

す

ず

ら

ん

の

会

会
長

高
山

衛
士

〒
１
７
８
�
０
０
６
３

練
馬
区
東
大
泉

３
�
１
�
１８

横
山
マ
ン
シ
ョ
ン
２
０
３

�
０
３
�
３
９
２
４
�
９
０
２
２

社
会
医
療
法
人
社
団

健
生
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

所
長

小
泉

博
史

〒
１
９
０
�
０
０
０
２

立
川
市
幸
町
５
�
９
�
２

�
０
４
２
�
５
３
８
�
１
５
０
２

社
会
医
療
法
人
社
団

健
生
会

羽
村
相
互
診
療
所

所
長

小
林

重
雄

〒
２
０
５
�
０
０
２
３羽

村
市
神
明
台
１
�
３０
�
５

�
０
４
２
�
５
５
４
�
５
４
２
０

東
京
オ
フ
ィ
ス

森
下
仁
丹
株
式
会
社

〒
１
０
１
�
０
０
４
３
千
代
田
区
神
田
富
山
町

１０
�
２

ア
セ
ン
ド
神
田
ビ
ル
６
階

�
０
３
�
６
２
０
６
�
８
１
３
８

医
療
法
人
財
団

織

本

病

院

理
事
長
・
院
長

高
木

由
利

〒
２
０
４
�
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘

１
�
２
６
１

�
０
４
２
�
４
９
１
�
２
１
２
１

医
療
法
人
社
団

腎
と
水

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

津
田

信
次

〒
１
６
４
�
０
０
１
２

中
野
区
本
町

３
�
２３
�
３

新
中
野
Ａ
Ｍ
１
ビ
ル
１
階

�
０
３
�
３
３
７
０
�
８
１
１
１

医
療
法
人
社
団

清
湘
会

清
湘
会
記
念
病
院

院
長

畠
山

卓
弥

〒
１
３
６
�
０
０
７
１

江
東
区
亀
戸２

�
１７
�
２４

�
０
３
�
３
６
３
６
�
２
３
０
１

医
療
法
人
社
団

湖
聖
会
銀
座
病
院

上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

関

正
則

〒
１
１
０
�
０
０
０
５

台
東
区
上
野

２
�
１２
�
２０

N
D

K

ロ
ー
タ
ス
ビ
ル
３
階

�
０
３
�
５
８
１
７
�
８
７
７
０

ベ
ー
タ
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

原

年
秀

〒
５
３
１
�
０
０
７
６

大
阪
市
北
区
大
淀
中

１
�
１６
�
１０

高
石
ビ
ル
５
階

�
０
６
�
６
３
４
５
�
６
２
２
２

障
が
い
者
専
門
人
材
紹
介

テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
村

淳

〒
１
０
４
�
０
０
６
１

中
央
区
銀
座

４
�
１２
�
１９

日
章
興
産
ビ
ル
６
階

�
０
３
�
３
５
４
７
�
３
１
２
３

ＮＰＯ東腎協賛助会員
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医
療
法
人
社
団

仁
星
会

大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

草
場

岳

〒
１
７
８
�
０
０
６
３

練
馬
区
東
大
泉

５
�
４０
�
２４

サ
ン
タ
リ
オ
ン
ビ
ル
３
�
５
Ｆ

医
療
法
人
社
団

松
和
会

望
星
西
新
宿
診
療
所

院
長

石
黒

千
鶴

〒
１
５
１
�
０
０
５
３

渋
谷
区
代
々
木

２
�
１０
�
１２

Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
８
・
９
階

�
０
３
�
５
３
０
４
�
５
６
５
５

医
療
法
人
社
団

松
和
会

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

福
井

光
峰

〒
１
８
８
�
０
０
１
１

西
東
京
市
田
無
町

２
�
２１
�
１２

�
０
４
２
�
４
６
４
�
５
７
１
１

医
療
法
人
社
団

松
和
会

望
星
赤
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

喜
田

浩

〒
１
１
５
�
０
０
４
５

北
区
赤
羽
２
�
１１
�
３

砂
田
ビ
ル
２
Ｆ

�
０
３
�
３
９
０
２
�
０
２
５
５

医
療
法
人
社
団

松
和
会

望
星
新
宿
南
口
駅
前
ク
リ
ニッ
ク

院
長

高
橋

俊
雅

〒
１
５
１
�
０
０
５
３

渋
谷
区
代
々
木

２
�
４
�
２

久
保
ビ
ル
３
階

�
０
３
�
３
３
７
６
�
０
１
９
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

榎
本

美
穂

〒
１
２
０
�
０
０
０
５

足
立
区
綾
瀬

３
�
１６
�
４

と
う
し
ん
ビ
ル
５
・
６
階

�
０
３
�
５
６
９
７
�
８
２
８
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

山
本

亮

〒
１
２
４
�
０
０
１
２

葛
飾
区
立
石

８
�
１
�
２

賛
生
会
ビ
ル
２
・
３
Ｆ

�
０
３
�
５
６
７
２
�
２
１
５
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

小
倉

明
子

〒
１
０
１
�
０
０
２
１

千
代
田
区
外
神
田

１
�
１６
�
９

朝
風
二
号
館
ビ
ル
２
階

�
０
３
�
３
２
５
１
�
５
２
１
５

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

北
千
住
東
口
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

大
森

容
子

〒
１
２
０
�
０
０
２
６

足
立
区
千
住
旭
町

１１
�
２

学
園
通
り
ビ
ル
１
階

�
０
３
�
５
２
８
４
�
５
１
０
１

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

あ
だ
ち
入
谷
舎
人
ク
リ
ニッ
ク

院
長

飯
野

靖
彦

〒
１
２
１
�
０
８
３
６

足
立
区
入
谷１

�
１４
�
１７

�
０
３
�
５
８
３
９
�
６
２
０
１

医
療
法
人
社
団

仁
星
会

理
事
長

稲
田

俊
雄

〒
１
７
７
�
０
０
３
３

練
馬
区
高
野
台

１
�
８
�
１
５

�
０
３
�
５
３
７
２
�
６
１
５
１

医
療
法
人
社
団

仁
星
会

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

鈴
木

重
伸

〒
１
７
７
�
０
０
３
３

練
馬
区
高
野
台

１
�
８
�
１
５

�
０
３
�
５
３
７
２
�
６
１
５
１

株
式
会
社

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

取
締
役
社
長

斉
藤

英
二

〒
１
６
０
�
０
０
２
２

新
宿
区
新
宿
１
�
５
�

４

Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１
、
３
０
１

�
０
３
�
３
３
５
４
�
０
３
４
１

特
定
非
営
利
活
動
法
人

さ
ん
さ
ん
の
会

理
事
長

菊
池

真
吾

〒
０
２
２
�
０
０
０
２

大
船
渡
市
大
船
渡
町

字
富
沢
２
�
１

�
０
１
９
２
�
４
７
�
４
２
２
２

株
式
会
社

コ
ー
ワ
テ
ク
ノ
サ
ー
チ

代
表
取
締
役

川
岸

史
和

〒
５
４
１
�
０
０
５
３

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

本
町
１
丁
目
５
番
７
号

�
０
６
�
６
２
６
７
�
０
２
１
２

医
療
法
人
社
団

心
施
会

理
事
長

杉
崎

弘
章

〒
１
８
３
�
０
０
５
５

府
中
市
府
中
町

１
�
８
�
１

第
７
三
ッ
木
ビ
ル
６
・
７
階

�
０
４
２
�
３
６
６
�
８
９
０
９

株
式
会
社
ア
イ
エ
シ
イ
ト
ラ
ベ
ル

ク
ル
ー
ズ
事
業
部

事
業
部
長

南

和
明

〒
１
０
０
�
０
０
１
１

千
代
田
区
内
幸
町

１
�
１
�
１

帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
１２
階

�
０
３
�
６
８
５
２
�
８
３
７
７

笹
塚
・
代
田
橋
透
析
ク
リ
ニッ
ク

院
長

布
川

朝
雄

〒
１
５
１
�
０
０
７
３

渋
谷
区
笹
塚

１
�
６４
�
８

笹
塚
サ
ウ
ス
ビ
ル
２
階

�
０
３
�
５
３
０
４
�
１
１
３
１

医
療
法
人
社
団

北
桜
会

新
線
池
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

目
良
純
一
郎

〒
１
７
１
�
０
０
２
１

豊
島
区
西
池
袋

１
�
１０
�
１０

東
武
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階

�
０
３
�
５
９
１
１
�
１
２
５
０

医
療
法
人
社
団

北
桜
会

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
７
５
�
０
０
８
３

板
橋
区
徳
丸３

�
１１
�
２

�
０
３
�
５
９
２
２
�
３
５
３
０

ＮＰＯ東腎協賛助会員
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２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）

東
腎
協
結
成
３０
周
年
記
念
総
会
開
催

地
域
腎
友
会
交
流
会
開
催

東
腎
協
結
成
３０
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

豊
島
法
務
局
に
て
東
腎
協
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
記
完
了

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）

世
界
腎
臓
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
、
腎
臓
チ
ェ

ッ
ク
キ
ッ
ト
配
布
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

東
日
本
大
震
災
発
生
、
支
援
活
動

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

東
腎
協
結
成
４０
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

４０
年
誌
「
あ
ゆ
み
」
発
行

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

伊
豆
大
島
土
石
流
災
害
発
生
支
援
活
動

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

全
腎
協
、
一
般
社
団
法
人
移
行

全
腎
協
第
５３
回
総
会

機
関
誌
「
東
腎
協
」
２
０
０
号
発
行

第
２５
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

第
４３
次
国
会
請
願

東
腎
協
第
９
回
総
会
開
催

東
腎
協
第
４
回
大
会
開
催

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）

「
腎
臓
提
供
者
登
録
カ
ー
ド
」
２
千
枚

会
員
に
配
布

１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）

全
腎
協
国
会
請
願
参
加

１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）

１０
年
誌
「
あ
ゆ
み
」
発
行

１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）

「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
開

催「
障
害
年
金
の
改
正
を
す
す
め
る
会
」

国
会
座
り
込
み
に
参
加

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）

「
阪
神
大
震
災
」
応
援
東
京
大
会

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）

緊
急
時
透
析
患
者
カ
ー
ド
作
成
、

「
臓
器
移
植
法
」
成
立

２５
周
年
記
念
会
員
交
流
会
開
催

１
９
９
８
年
（
平
成
10
年
）

都
に
対
す
る
「
難
病
見
直
し
」
反
対
要

請
行
動
に
参
加

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）

都
庁
座
り
込
み
と
人
間
の
く
さ
り
都
庁

包
囲
行
動
参
加

賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
で�

い
ろ
い
ろ
な
企
画
や
行
動
が
出
来
ま
し
た�

�

（
一
部
を
抜
粋
）

暑中御見舞申し上げます
医
療
法
人
社
団

欅
会

十
条
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

街

稔

〒
１
１
４
�
０
０
３
４

北
区
上
十
条

２
�
１３
�
１

ガ
ー
デ
ニ
ア
４
階

�
０
３
�
３
９
０
８
�
２
４
１
１

医
療
法
人
社
団

駿
昭
会

小

池

内

科

院
長

小
池

昭
夫

〒
１
０
２
�
０
０
７
１

千
代
田
区
富
士
見
町

２
�
１３
�
１６
上
田
ビ
ル

�
０
３
�
３
２
６
５
�
０
２
０
３

東
京
障
害
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長

杉
野

賢
一

〒
１
２
０
�
０
０
３
４

足
立
区
千
住

１
�
４
�
１

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
１３
階
５
号

�
０
３
�
３
８
８
８
�
６
６
１
４

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

鈴
木

孝
子

〒
１
０
７
�
０
０
６
２

港
区
南
青
山

７
�
８
�
８
�
１
０
１

�
０
３
�
６
８
０
５
�
１
８
３
６

日
伸
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

森
山

君
子

〒
１
３
０
�
０
０
２
２

墨
田
区
江
東
橋

３
�
１０
�
８

オ
ー
ク
錦
糸
町
ビ
ル
５
Ｆ
・
６
Ｆ

�
０
３
�
３
６
３
４
�
９
０
３
３

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

細
井

孝

〒
５
３
３
�
０
０
３
３

大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
区
東
中
島
１
�
１８
�
２７

新
大
阪
丸
ビ
ル
・
新
館
３
０
２

�
０
１
２
０
�
３
９
３
�
５
７
８

株
式
会
社

Ｋ
Ｒ
Ｌ

代
表
取
締
役

村
田

晋
一

〒
１
８
１
�
０
０
０
４

三
鷹
市
新
川

６
�
９
�
２８

Ｓ
Ｓ
ビ
ル

�
０
４
２
２
�
４
０
�
１
８
０
５

医
療
法
人

埼
友
会

埼

友

草

加

病

院

理
事
長

後
藤

善
和

〒
３
４
０
�
０
０
４
６

埼
玉
県
草
加
市
北
谷

１
�
２１
�
３７

�
０
４
８
�
９
４
４
�
６
１
１
１

特
定
非
営
利
活
動
法
人

A
D

M
S

（
ア
ダ
ム
ス
）

〒
１
２
１
�
０
０
１
１

足
立
区
中
央
本
町

３
�
４
�
４

足
立
区
医
師
会
館
内

�
０
３
�
３
８
４
０
�
２
１
１
１

医
療
法
人
社
団

清
光
会

理
事
長

横
山

志
郎

〒
２
４
９
�
０
０
０
１

神
奈
川
県
�
子
市
久
木

４
�
２５
�
８

�
０
４
６
�
８
７
３
�
７
１
４
１

ＮＰＯ東腎協賛助会員
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わ
が
国
の
慢
性
透
析
の
現
状

わ
が
国
の
慢
性
透
析
の
現
状

わ
が
国
の
慢
性
透
析
の
現
状

日
本
透
析
医
学
学
会
資
料
よ
り

２
０
１
３
年
１２
月
末
現
在
の
日
本
透
析
医
学
会
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
導
入
患
者
平
均
年
齢
平
均
が
6８
・
6８
歳

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
導
入
患
者
原
疾
患
で
み
ま
す
と
糖
尿
病
性
腎
症
１
、５
１
１
、８
３
７
人
（
４３
・
８

パ
ー
セ
ン
ト
）、
慢
性
糸
球
体
腎
炎
６
、７
７
７
人
（
１８
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
ま
す
。

都道府県名 患者数 都道府県名 患者数
１ 北海道 １５，０８２ ２５ 滋　賀 ２，９８９
２ 青　森 ３，３７１ ２6 京　都 6，２４７
３ 岩　手 ２，９９２ ２７ 大　阪 ２２，４6５
４ 宮　城 ５，１５９ ２８ 兵　庫 １３，２５２
５ 秋　田 １，８6７ ２９ 奈　良 ３，３５１
6 山　形 ２，５５４ ３０ 和歌山 ２，９９４
７ 福　島 ４，6１6 ３１ 鳥　取 １，４２6
８ 茨　城 ７，５７４ ３２ 島　根 １，５３０
９ 栃　木 ５，８6０ ３３ 岡　山 ４，７４6
１０ 群　馬 ５，５８７ ３４ 広　島 ７，３８０
１１ 埼　玉 １6，４０８ ３５ 山　口 ３，４２１
１２ 千　葉 １３，３８１ ３6 徳　島 ２，７２３
１３ 東　京 ３０，３００ ３７ 香　川 ２，５6９
１４ 神奈川 １９，１４９ ３８ 愛　媛 ３，７４３
１５ 新　潟 ４，９５７ ３９ 高　知 ２，３１２
１6 富　山 ２，４５３ ４０ 福　岡 １４，２２３
１７ 石　川 ２，6４１ ４１ 佐　賀 ２，２９２
１８ 福　井 １，７８８ ４２ 長　崎 ３，９１２
１９ 山　梨 ２，１３５ ４３ 熊　本 6，３４５
２０ 長　野 ４，７6３ ４４ 大　分 ３，８９５
２１ 岐　阜 ４，７6０ ４５ 宮　崎 ３，７6７
２２ 静　岡 １０，２８７ ４6 鹿児島 ５，２８５
２３ 愛　知 １７，１３８ ４７ 沖　縄 ４，２５３
２４ 三　重 ４，２３８ 小　計 １２５，１２０

小　計 １８９，０6０ 合　計 ３１４，１８０

都道府県別の患者数

透析年数別、年齢別の患者数
透析年数別 男 女 合　計 ％

５年未満 ９6，９１6 ４７，７４３ １４４，6５９ ４７．３％
５年以上１０年未満 ４８，９２８ ２７，９０５ ７6，８３３ ２５．１％
１０年以上１５年未満 ２３，6０９ １５，７５５ ３９，３6４ １２．９％
１５年以上２０年未満 １１，８５９ ８，９１８ ２０，７７７ 6．８％
２０年以上２５年未満 6，１４５ ５，２３７ １１，３８２ ３．７％

２５年以上 6，７８３ ５，９４５ １２，７２８ ４．２％
不　　明 ８９ ３７ １２6
合　　計 １９４，３２９ １１１，５４０ ３０５，８6９

年齢別 男 女 合　計 ％
6０歳未満 ４９，6０９ ２３，４３２ ７３，０４１ ２３．９％
6０歳以上 ２８，７０２ １５，１８７ ４３，８８９ １４．３％
6５歳以上 ３１，９７８ １6，９５０ ４８，９２８ １6．０％
７０歳以上 ３０，２１８ １７，２6２ ４７，４８０ １５．５％
７５歳以上 ５３，８１５ ３８，７０４ ９２，５１９ ３０．２％
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２01３年末の患者の現状

２01３年末患者の現状

２01３年末の透析施設の現状
透析施設数 ４，２6４施設 ２6施設増

ベッド数 １２８，０１6台 ３，０１３台増

同時透析 １２6，１４５人 ２，８７０人増

最大収容能力 ４２１，７５５人 ７，４6０人増

慢性透析患者 ３１４，１８０人 ４，１７３人増

昼　　間 ２6３，１０９人 ８３．７％

夜　　間 ４１，３6５人 １３．２％

在宅血液 ４6１人 ０．１％

腹膜透析 ９，２４５人 ２．９％

導入患者数 ３８，０２４人 ３１人減

死亡患者数 ３０，７０８人 ２人減

１００万人対比 ２，４6８．１人 ３6．９人増

導入平均年齢 6８．6８歳

患者平均年齢 6７．２０歳

最長透析者 ４５年７ヶ月

２０１３年末患者の現状 導入患者

年　　齢 男 女 合　　計 男 女 合　　計

５歳未満 ２５ １７ ４２ １０ ８ １８

５ 歳～ １１ １５ ２6 ５ ３ ８

１０歳～ ２８ ２０ ４８ 6 ５ １１

１５歳～ 6３ ３４ ９７ １５ １０ ２５

２０歳～ １７７ １００ ２７７ ３４ ２７ 6１

２５歳～ ５１１ ２３８ ７４９ ８８ ５０ １３８

３０歳～ １，２４１ 6２８ １，８6９ ２０４ １０6 ３１０

３５歳～ ２，９８２ １，３９０ ４，３７２ ３８４ １７３ ５５７

４０歳～ 6，０6０ ２，７２３ ８，７８３ ７３３ ２９４ １，０２７

４５歳～ ９，０２７ ３，９５４ １２，９８１ １，０２５ ３７２ １，３９７

５０歳～ １２，１２５ ５，6７４ １７，７９９ １，３３３ ４6８ １，８０１

５５歳～ １７，３５９ ８，6３９ ２５，９９８ １，８２５ ７０７ ２，５３２

6０歳～ ２８，７０２ １５，１８７ ４３，８８９ ２，９０４ １，１４７ ４，０５１

6５歳～ ３１，９７８ １6，９５０ ４８，９２８ ３，５6４ １，４２７ ４，９９１

７０歳～ ３０，２１８ １７，２6２ ４７，４８０ ３，6９３ １，6５１ ５，３４４

７５歳～ ２５，８７6 １５，８９４ ４１，７７０ ３，７6１ １，９２９ ５，6９０

８０歳～ １７，８９6 １２，6８５ ３０，５８１ ２，９９７ １，８７１ ４，８6８

８５歳～ ８，００１ ７，４３１ １５，４３２ １，４２０ １，１４０ ２，５6０

９０歳～ １，８０１ ２，３１９ ４，１２０ ３３９ ３１５ 6５４

９５歳～ ２４１ ３７５ 6１6 ３９ ５４ ９３

なし １２ ５ １７ １８ 6 ２４

合　　計 １９４，３３４ １１１，５４０ ３０５，８７４ ２４，３９７ １１，７6３ ３6，１6０
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
お
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（（
株
）

○
東
京
第
一
支
店
様
（
４
月
～
７
月
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
葉
書
（
切
手
）

ご
寄
付
一
覧

【
患
者
会
】

織
本
病
院
腎
友
会

東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会

勝
和
な
ご
み
会

森
山
友
の
会

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
船
堀

瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

竹
口
病
院
腎
友
会

永
山
腎
友
会

旧
豊
生
会

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

府
中
け
や
き
会

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

桃
井
診
療
所
腎
友
会

い
ち
ょ
う
会

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ゆ
り
の
会

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

桑
の
実
会

代
々
木
病
院
腎
友
会

聖
蹟
さ
く
ら
会

【
個
人
会
員
】

・
会
沢　

常
謙
さ
ん

・
佐
藤　

陽
子
さ
ん

・
井
上　

仁
子
さ
ん

（
７
月
８
日
現
在
ま
で
分
、
敬
称
略
・

順
不
同
）

葉
書
・
切
手
等
は
沢
山
使
用
し
ま
す
の

で
い
つ
で
も
ご
寄
付
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

事
務
局
夏
期
休
暇
の

お
知
ら
せ

８
月
１２
日
（
火
）
～
１５
日
（
金
）
ま
で

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

常
日
頃
よ
り
東
腎
協
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会

費
納
入
の
お
知
ら
せ
・
振
込
用
紙
を
ご

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
お
振
込
み
い
た
だ
け

ま
す
様
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

患
者
団
体
と
結
束
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
の
「
命
と
暮
ら
し
」
を
守
る

活
動
に
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
是
非
、
賛

助
会
員
と
し
て
団
体
の
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
た
く
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま

す
。記賛

助
会
員
会
費
：
個
人
年
額
５
、
０

０
０
円
、
団
体
年
額　

１
口
１
０
、
０

０
０
円
／
１
口
以
上

※
年
１
回
名
刺
広
告
を
機
関
誌
「
東

腎
協
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
但
し
、
継
続
で
も
初
年
度
１
回
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
１１
月
１９

日
、
東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
（
現
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議

会
）
を
結
成
し
ま
し
た
。
結
成
か
ら
４１

年
を
経
過
し
、
透
析
医
療
も
格
段
に
進

歩
し
、
４０
年
を
迎
え
て
い
る
透
析
患
者

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
社
会
保
障
制
度
、
医
療

費
制
度
の
削
減
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
透
析
医

療
も
安
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
機
関
、
各
企
業
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会
賛
助
会
員

入
会
の
お
願
い

東
京
都
腎
臓
移
植
組
織
適
合

性
検
査
費（
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
）

助
成
事
業
の
ご
案
内

１
．
対
象
者

都
内
に
住
所
を
有
し
、
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
方
で
、
献
腎

移
植
を
希
望
す
る
た
め
、
社
団
法
人
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録

を
す
る
方
（
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
に
必
要
な
腎

臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
が
一
部
助

成
さ
れ
ま
す
）。

２
．
助
成
額

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
用
の
一

部
（
平
成
２6
年
度
に
つ
い
て
は
１
０
，

０
０
０
円
と
し
ま
す
）。

３
．
書
類
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局　

保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

献
血
移
植
対
策
係
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今
後
の
活
動
予
定

所
在
地
〒
１
６
３
―
０
０
８
１
東
京
都

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
８
番
１
号

電
話　

０３
―
５
３
２
０
―
４
５
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―
５
３
８
８
―
１
４
７
３

投
稿
の
お
願
い

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
何
で
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
部
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
編

集
部
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
可
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
編
集
経
験
者
、
パ
ソ
コ
ン

の
出
来
る
人
、
興
味
の
あ
る
方
も
大
歓

迎
、
事
務
局
（
板
橋
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

東
腎
協
事
務
局
（
豊
島
区
南
大
塚
２
―

４０
―
１１
富
士
大
塚
ビ
ル
２
Ｆ
）

表
紙
の
作
品
募
集

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
の
表

紙
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
手
芸
、

料
理
、
…
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

随
時
募
集

　
　
　
　

出
来
る
だ
け
作
品
を
写
真

撮
影
し
て
、
プ
リ
ン
ト
と
作
品
コ
メ
ン

ト
（
４
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

採
用
の
際
に
は
薄
謝（
図
書
券
）

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

募
集
時
期

応
募
方
法

謝
礼

７
月
１９
～
２０
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
山
梨

県
）

７
月
２６
～
２７
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会

ｉ
ｎ
と
ち
ぎ
（
栃
木
県
・
大
江
戸
温
泉

物
語
日
光
霧
降
栃
木
）

７
月
２７
日
（
日
）	

第
１
０
０
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

８
月
1２
～
1５
（
火
～
金
）

事
務
局
夏
季
休
業

８
月
２４
日
（
日
）

第
１
０
１
回
理
事
会
（
Ｃ
２
）

８
月
３０
～
３１
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
青
年
研
修
会
（
東
京
）

９
月
２７
～
２８
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
１
回
理
事
会
（
東
京
）

９
月
２８
日
（
日
）	

第
１
０
２
回
理
事
会
（
Ｃ
３
）

１０
月
５
日
（
日
）

第
34
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

１０
月
２６
日
（
日
）	

第
１
０
３
回
理
事
会
（
未
定
）

１１
月
８
～
９
（
土
・
日
）

全
腎
協
・
相
談
員
研
修
会
（
東
京
）

１１
月
２２
～
２３
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
55
回
総
会
（
東
京
）

１１
月
２３
日
（
日
）	

第
１
０
４
回
理
事
会
（
未
定
）

１２
月
２１
日
（
日
）	

第
１
０
５
回
理
事
会
（
未
定
）

１２
月
２６
日
（
金
）

事
務
局
仕
事
納
め

平
成
２７
年
１
月
５
日
（
月
）

事
務
局
仕
事
始
め

１
月
１０
～
１１
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
２
回
理
事
会
（
東
京
）

１
月
２５
日
（
日
）

第
１
０
６
回
理
事
会

２
月
２２
日
（
日
）

第
１
０
７
回
理
事
会

３
月
７
～
８
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
１
３
回
理
事
会

３
月
１２
日
（
木
）

世
界
腎
臓
デ
ー

３
月
１５
日
（
日
）

第
26
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

３
月
１９
日
（
木
）

第
44
次
国
会
請
願

３
月
２２
日
（
日
）

第
１
０
８
回
理
事
会

○
会
員
の
皆
様
、
第
９
回
総
会
も
無
事

に
終
了
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
の
東
腎
協
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
は
大
会
も
別
開
催
と

し
、
会
員
の
参
加
で
き
る
場
所
と
新
た

編
集
後
記

１３ 東腎協 No.１９７／２０１３年５月

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
「
勉
強
会
」

日
時
�
４
月
１４
日
（
日
）

会
場
�
豊
島
区
民
セ
ン
タ
ー
４
階
第
２

会
議
室

参
加
者
�
３１
名

テ
ー
マ
�
「
シ
ャ
ン
ト
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
」
〜
私
た
ち
の
大
切
な
「
シ
ャ

ン
ト
」
の
す
べ
て
を
学
ぼ
う
〜

講
師
�
医
療
法
人
裕
眞
会

あ
か
ま
つ

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

赤
松
眞
先
生

榊
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
急
遽
入
院
に
よ

り
開
会
の
挨
拶
を
省
略
し
て
、
１
時
半

よ
り
古
木
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し

た
。シ

ャ
ン
ト
（
バ
ス
キ
ュ
ウ
ラ
ー
ア
ク

セ
ス
）、
内
シ
ャ
ン
ト
（
Ａ
Ｖ
Ｆ
）、
血

流
不
良
、
狭
塞
、
閉
塞
（
バ
ル
ー
ン
拡

大
）、
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
の
穿
刺
は
痛
く

な
い
と
か
、
Ｈ
Ｄ
Ｆ
は
若
い
人
の
や
っ

て
も
ら
い
た
い
、
な
ど
の
質
疑
応
答
が

あ
り
、
３
時
３０
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

東
京
都
腎
臓
移
植
組
織
適
合

性
検
査
費（
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
）

助
成
事
業
の
御
案
内

１

対
象
者

都
内
に
住
所
に
有
し
、
人
工
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
方
で
、

献
腎
移
植
を
希
望
す
る
た
め
、
社
団
法

人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

登
録
す
る
方
（
社
団
法
人
日
本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
に
必
要
な

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
が
一
部

助
成
さ
れ
ま
す
。）

２

助
成
額

腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
用
の

一
部
（
平
成
２５
年
度
に
つ
い
て
は
１
０
、

０
０
０
円
と
し
ま
す
。）

３

書
類
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局

保
健
政
策
部

疾
病
対
策
課

献
血
移
植
対
策
係

所
在
地
〒
１
６
３
�
８
０
０
１

東
京

都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
８
番
１
号

電

話
０
３
�
５
３
２
０
�
４
５
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
�
５
３
８
８
�
１
４
３
７

東京都と協定を締結しているＨＬＡ検査センター

検査センター名 所在地 電話番号

国家公務員共済組合連合会
虎の門病院 東京都港区虎ノ門２―２―２ ０３―３５８８―１１１１

東京医科大学
八王子医療センター 東京都八王子市館町１１６３ ０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 東京都新宿区河田町８―１ ０３―３３５３―８１１１

東邦大学医療センター
大森病院 東京都大田区大森西６―１１―１ ０３―３７６２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター（都内及び近隣３県）

検査センター名 所在地 電話番号

昭和大学病院 東京都品川区旗の台１―５―８ ０３―３７８４―８０００

埼玉医科大学国際医療センター 埼玉県日高市山根１３９７―１ ０４２―９８４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター 埼玉県川越市鴨田辻道町１９８１ ０４９―２２８―３４００

独立行政法人国立病院機構
千葉東病院 千葉県千葉市中央区仁戸名町６７３ ０４３―２６１―５１７１

東海大学医学部付属病院 神奈川県伊勢原市下糟屋１４３ ０４６３―９３―１１２１

北里大学病院 神奈川県相模原市南区北里１―１５―１ ０４２―７７８―８１１１

公立大学法人横浜市立大学附属
病院 神奈川県横浜市金沢区福浦３―９ ０４５―７８７―２８００

田村智子参議院議員（右）に署名用紙を渡す木下会長 川田龍平参議院議員秘書（左）に署名用紙を渡す木下会長
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「
ほ
お
ず
き
」

◇
ほ
お
ず
き
に
ま
つ
わ
る

幼
い
日
の
思
い
出
が
あ
る
。

幼
稚
園
が
夏
休
み
の
一
日
、

家
族
ぐ
る
み
で
荻
窪
の
叔

母
の
家
に
泊
ま
り
に
行
っ

た
。
ち
ょ
う
ど
八
幡
様
の
夏

祭
り
の
日
で
夕
食
後
、
浴
衣

姿
で
皆
で
連
れ
立
っ
て
お
参

り
に
出
か
け
た
。
道
々
大
人

た
ち
の
話
の
端
か
ら
時
局
柄

こ
の
祭
り
以
後
夜
店
や
屋
台

が
一
切
禁
止
に
な
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

◇
境
内
に
は
夜
店
が
立
ち
並

び
賑
や
か
な
人
手
だ
っ
た
。
祖
母
は
子

供
た
ち
に
せ
が
ま
れ
て
ハ
ッ
カ
パ
イ
プ

や
ほ
お
ず
き
を
買
っ
て
く
れ
た
。
赤
・

黄
・
緑
な
ど
鮮
や
か
に
着

色
さ
れ
、
小
さ
な
籠
に
つ

め
ら
れ
た
海
ほ
お
ず
き
だ

っ
た
。

◇
７０
年
余
り
を
経
た
あ
る

日
、
た
ま
た
ま
浅
草
へ
行

っ
た
ら
偶
然「
四
萬
六
千
日
」

の
縁
日
で
境
内
は
ほ
お
ず
き

市
の
屋
台
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

一
鉢
を
買
い
求
め
、
家
に
帰

っ
て
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
た
の

が
こ
の
絵
で
あ
る
。

◇
今
ま
で
は
ほ
お
ず
き
を
手

に
し
た
こ
と
は
あ
る
の
に
、

口
に
含
ん
で
鳴
ら
し
た
記
憶

が
な
い
。
簡
単
に
鳴
ら
せ
る
も
の
な
の

か
。
い
い
歳
し
て
恥
ず
か
し
い
が
一
度

鳴
ら
し
て
み
た
い
。

い
日
々
で
し
た
が
、
し
ば
ら
く
は
落
ち

着
い
て
仕
事
が
出
来
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
い
る
間
に
、
世
の
中
は
「
集

団
的
自
衛
権
」
だ
の
物
騒
な
動
き
が
進

ん
で
い
る
よ
う
だ
。我
々
透
析
者
が「
命

と
暮
ら
し
を
守
る
運
動
」「
生
活
の
質

の
向
上
」
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
も
、

世
の
中
の
質
が
低
下
し
て
い
る
よ
う
で

は
本
末
転
倒
だ
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
、
も
っ
と
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。�

（
板
橋
）

表
紙
の
こ
と
ば

天野 修一さん
（透析歴 ３年・８０歳）

府中けやき会

に
作
品
展
示
と
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
情
報
発
信

に
周
知
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。�

（
岸
里
）

○
第
９
回
総
会
、
第
４
回
大
会
の
準
備

に
追
わ
れ
つ
つ
、
何
と
か
Ｎ
Ｏ
２
０
３

夏
号
の
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
４

月
に
事
務
局
の
軽
部
会
計
が
急
逝
し
、

事
務
局
内
も
人
手
が
な
く
あ
わ
た
だ
し
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海外客船内で透析を受けながら
クルーズ旅行に出かけてみませんか？

15 万トン　フリーダム・オブ・ザ・シーズ号

大型客船！フリーダムオブザシーズ号で行く

西カリブ海クルーズ

294,000円～ 389,000円
※港湾税・諸税、燃油サーチャージ、出入国税など 92,300 円、
医療情報処理費用（予約後返金不可）27,500 円が別途必要となります

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

成田発＜乗り換え＞オーランドへ。
現地係員がホテルへ送迎致します。

午前：ホテルをチェックアウト
現地係員が港へ送迎致します。乗船・出港

終日航海日

ハイチのラバディーへ

ジャマイカのファルマスへ

グランドケイマン島へ

メキシコのコスメルへ

終日航海日

ポートカナベラルに到着
現地係員がホテルへ送迎致します。

早朝：ホテルをチェックアウト　現地係員が空港へ送迎致します。
オーランド発＜乗り換え＞成田へ

夕方：成田到着　解散

■スケジュール

■その他 透析クルーズのコース一覧

9 泊 11 日間の旅

10 月 25 日
出発限定

■出発日 / ツアー代金
内側客室

29,4 万円 32,9 万円 38,9 万円

海側客室 海側バルコニー客室

■利用予定航空会社：デルタ航空・ユナイテッド航空・アメリカン航空
■船会社：ロイヤルカリビアン インターナショナル
■添乗員：有り　■最少催行人数 3 組 6 名　（最大 5 組 10 名）
■ツアー催行確定時期：8/22

●透析の回数は、お客様が日本で受けられている回数（サイクル）と同じ回数で受けられます。
●各寄港地への滞在時間などはお問い合わせください。
●寄港地では船会社主催の寄港地観光にご参加頂けます。( 有料）
●各空港～ホテル間、ホテル～港間は現地係員による送迎がついております。
●旅行代金は 2 人部屋を 2 名で利用した場合の 1 名あたりの代金です。
●透析患者様 1 名に対し、1 名以上の同行者の参加が前提となります。
●船会社へのチップは含まれておりません。下船時にお支払い頂きます。
●参加を希望される方は、弊社を経由して現地の医療機関に透析に関する血液データ等の
必要書類を事前に提出して頂きます。

海外クルーズ注意事項
●ツアー代金・内容及び諸条件は予告無く変更となる場合が御座います。予約時に必ず御確認ください。
●旅行条件　運送約款を説明した書面をご用意しておりますので、事前に御確認の上お申し込みください。この条件に定めのない事項に
ついては、当社旅行業約款によります。
●天候やチャーター運行、その他やむを得ない事由により、事前の予告なしに運行の中止やスケジュールの変更、寄港地の変更、寄港地
での滞在時間の変更などの可能性があります。予めご了承ください。
●ご予約の変更および取消に関わる取り扱い手数料につきましては弊社ホームページにて御確認ください。取消料をカバーする保険

（クルーズ旅行取消費用担保特約付海外旅行傷害保険）も御座います。クルーズ旅行と一緒のお申込みをお勧め致します。
●パスポートの残存有効期間及びビザの有無等は、事前にお客様ご自身で大使館などに御確認ください。代行申請も承っております。
●訪問先の安全情報に関しましては外務省のホームページをご覧ください。

出発日 発着地 クルーズ日数 航路

2014/12/12

2015/1/11

2015/1/12

2015/1/18

2015/2/2

2015/2/8

2015/2/21

2015/2/23

2015/2/28

2015/3/1

2015/3/13

2015/3/15

NJ 州　ケープリバティ

NJ 州　ケープリバティ

フォートローダデール

フォートローダデール

NJ 州　ケープリバティ

オークランド→パース

フォートローダデール

タンパ（フロリダ）

タンパ（フロリダ）

オーランド

NJ 州　ケープリバティ

フォートローダデール

9 日間

13 日間

12 日間

8 日間

12 日間

18 日間

8 日間

6 日間

6 日間

8 日間

9 日間

8 日間

バハマとフロリダ

カリブ海

西カリブ

東カリブ

カリブ海

オセアニア

東カリブ

西カリブ

西カリブ

西カリブ

バハマとフロリダ

東カリブ

出発日 発着地 クルーズ日数 航路

2015/3/21

2015/3/27

2015/3/28

2015/3/29

2015/3/29

2015/4/4

2015/4/5

2015/4/12

2015/4/15

2015/4/17

2015/5/17

2015/5/17

NJ 州　ケープリバティ

フォートローダデール

サンディエゴ

ガルベストン

フォートローダデール→サンディエゴ

フォートローダデール

ガルベストン

フォートローダデール

サンディエゴ→フォートローダデール

フォートローダデール

フォートローダデール

バルセロナ

9 日間

11 日間

18 日間

8 日間

16 日間

8 日間

8 日間

8 日間

15 日間

15 日間

8 日間

8 日間

東カリブ

東カリブ

ハワイ諸島

西カリブ

パナマ運河横断

東カリブ

西カリブ

東カリブ

パナマ運河横断

南カリブ

西カリブ

地中海

別途透析費用：215,000円

添乗員同行

旅行企画・実施
株式会社アイエシイトラベル　クルーズ事業部
TEL:03-6852-8377
〒100-0011 東京都千代田区内幸町 1-1-1 帝国ホテルタワー 12 階
営業時間　月～金 /10:00 ～ 19:00 土 /10:00 ～ 17:00 日祝休業

７月６日（日）東腎協第４回大会
場所：大森東急インフォレストル
ーム
①松本光正先生　②講演風景　③大会パーテ
ィ風景　④ライブ実演TAXI のメンバー　⑤
大会パーティ風景　⑥会員作品展　⑦会員作
品展

東腎協
第４回大会
会場スナップ

（11ページにも記事）

① ②

③

④

⑤⑦

⑥
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